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小さいお友達の部屋に行って
お手伝いするのを毎日張り
切ってしてくれます。

栁　颯真くん
（馬場）　

平成18年３月３日生まれ

やなぎ 　そう ま

縄跳びをコツコツ頑張って
100回以上飛べるようになり
ました。

安武　凱人くん
（あさひヶ丘）　

平成18年３月30日生まれ

やすたけ　 　かい と

作
者 　 さ い か わ 　たかし

才川　孝くん
（緑ヶ丘）

Happy

 Birthda
y!Happy

 Birthda
y!Happy

 Birthda
y!

平成24年１月末現在　（　）内は前月比

●出生／  57 ●死亡／  27
●転入／167 ●転出／135

３７，８６４　（＋６２）
１８，６２５　（＋４５）
１９，２３９　（＋１７）
１４，５１６　（＋１８）

編集後記

今月の

表紙

　今月号の男女共同参画社会についての
特集をとおして、「思いやりの心」の大
切さをあらためて感じました。　
　「思いやりの心」は、お互いを支え合
い、信じ合い、喜びも悲しみも分かち合
えるもの―。人生にとって、とても大切
なことを、取材をさせていただいた２組
の夫婦から教えてもらったような気がし
ます。
　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｉ）

新婚の大串和徳さんと
寿理さん（新山）は、料
理の時でも笑顔があふ
れる夫婦です。普段は
料理をする機会の少な
い和徳さんの手料理に、
寿理さんは「一緒に
作っているだけで楽し
い。だからおいしいん
です」と話しました。

今月の主な話題

3月
みどり保育園

特集　ともに歩む幸せのみち。……………… 2
県知事選挙・農業委員会選挙が行われます… 7
ごみは正しく分別しましょう！……………… 9
子ども手当の認定請求は３月30日までに·…11

緊急速報メールが配信されます………………12

まめまきかいたのしかったよ
一
緒
に
作
る
、

　

そ
れ
だ
け
で
お
い
し
い

まちの
わだい
まちの
わだい

海
援
隊
が
鼻
ぐ
り
井
手
に
や
っ
て
来
た
！

海
援
隊
が
鼻
ぐ
り
井
手
に
や
っ
て
来
た
！

第
19
回
さ
ん
さ
ん
コ
ン
サ
ー
ト

　

海
援
隊
の
武
田
鉄
矢
さ
ん
、
中
牟
田
俊

男
さ
ん
、
千
葉
和
臣
さ
ん
が
1
月
30
日
、

第
19
回
さ
ん
さ
ん
コ
ン
サ
ー
ト
の
公
演
前

に
鼻
ぐ
り
井
手
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
南
部
町
民
セ
ン
タ
ー
で
、
菊
陽

町
文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
会

長
の
矢
野
誠
也
さ
ん
よ
り
、
鼻
ぐ
り
井
手

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
鼻
ぐ
り

井
手
公
園
に
移
動
し
、
展
望
所
か
ら
鼻
ぐ

り
井
手
を
見
学
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
武
田
鉄
矢
さ
ん
は
「
肥
後
は

水
利
や
石
橋
が
と
て
も
良
い
と
聞
く
。
実

際
に
井
手
を
見
て
、
こ
こ
ま
で
す
ご
い
と

は
思
わ
な
か
っ
た
。
ま
る
で
イ
ン
カ
の
遺

跡
の
よ
う
だ
。
当
時
の
人
た
ち
の
考
え
方

が
す
ご
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

▲鼻ぐり井手を見学される海援隊の皆さん
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菊陽町男女共同参画都市宣言
　阿蘇の連山を眺望し、清流白川が流れる豊かな自然の中で生きるわたしたちは、歴史と文化を育み、男女が
ともに歩み、一人ひとりの未来が輝くまちを実現するため、ここに「男女共同参画都市」を宣言します。
一、わたしたちは、男女がお互いの人権を尊重し、個性と能力が発揮できるまちをつくります。
一、わたしたちは、社会のあらゆる分野において、男女が平等に参画できるまちをつくります。
一、わたしたちは、家庭・地域・職場で、男女が対等なパートナーとして、ともに幸せを実感できる社会をつ
くります。

私たちは一人一人に個性があり、能力があります。そ
れは、「男性だから、女性だから」という理由だけで制
限されるべきものではありません。さまざまな社会問
題を抱え、従来の価値観や社会の仕組みの見直しが迫
られている現代、男女が「その人らしさ」を認め合い、
協力し合える社会の実現が必要不可欠になっています。
今回は、男女共同参画社会への理解を深め、「幸せのみ
ち」を探してみます。

ともに歩む
幸せのみち。

「
菊
陽
町
男
女
共
同
参
画
宣

言
都
市
記
念
式
典
」
は

１
月
28
日
、
菊
陽
町
図
書
館
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
、
多
く
の
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
マ
ザ
ー
ズ
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

で
始
ま
り
、
寸
劇
「
鼻
ぐ
り
井
手

物
語
」
で
は
、
先
人
た
ち
が
男
女

と
も
に
認
め
合
い
、
力
を
合
わ
せ

て
鼻
ぐ
り
井
手
を
完
成
さ
せ
た
物

語
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、
町
長
あ
い
さ

つ
、
来
賓
祝
辞
、
標
語
の
表
彰
式

な
ど
、
全
て
が
男
女
共
同
参
画
を

に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
を
与

え
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
元
福
岡
県
杷

木
町
長
の
中
嶋
玲
子
さ
ん
が
「
世

代
を
こ
え　

性
別
を
こ
え　

と
も

に
生
き
る
」
と
題
し
た
講
演
を
し

ま
し
た
。
中
嶋
さ
ん
は
時
折
笑
い

を
交
え
な
が
ら
も
、「
男
だ
か
ら
、

女
だ
か
ら
と
い
う
思
い
込
み
だ
け

で
物
事
を
判
断
し
な
い
こ
と
。
こ

れ
か
ら
は
、
老
若
男
女
が
力
を
合

わ
せ
て
頑
張
ら
な
い
と
成
り
立
た

な
い
社
会
に
な
っ
て
い
る
の
で

す
」
と
熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
に
い
る
全
員
が
一

体
と
な
っ
て
、
男
女
共
同
参
画
都

市
宣
言
文
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

一
人
一
人
が
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
に
向
け
て
あ
ら
た
め
て
考

え
た
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

男
女
が
と
も
に
歩
む

　
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
と
い

う
言
葉
を
聞
く
と
、
何
か
難
し
そ

う
だ
と
思
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
男
女
共
同
参
画
社
会
と

は
、
共
に
支
え
合
い
、
認
め
合
い
、

喜
び
も
責
任
も
分
か
ち
合
え
る
社

会
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
家
庭

や
地
域
、
職
場
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る

場
面
で
、
性
別
な
ど
に
関
係
な
く

全
て
の
人
が
自
分
の
意
志
で
参
画

す
る
こ
と
。
難
し
い
話
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
は
、
男
ら

し
さ
、
女
ら
し
さ
を
否
定
す
る
も

の
で
は
な
く
、「
そ
の
人
ら
し
さ
」

を
認
め
、
協
力
し
合
っ
て
前
進
し

て
い
く
こ
と
が
理
念
で
す
。

　
「
夫
は
外
で
働
き
、
妻
は
家
庭

を
守
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
昔

か
ら
の
慣
習
が
、
い
ま
だ
に
残
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
本
格
的
な

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
、
社
会

経
済
情
勢
な
ど
の
問
題
を
抱
え
る

今
、
そ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
は
、
よ
り
多
く
の
女
性
が
社
会

に
参
画
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
の
変
化
に
合

わ
せ
、
よ
り
良
い
男
女
共
同
参
画

社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
、

町
で
は
「
菊
陽
町
男
女
共
同
参
画

都
市
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。

１_男女共同参画社会推進懇話会の皆さんが壇
上に並び、会場にいる全員と男女共同参画都市
宣言文を堂々と読み上げる。２_住民有志によ
る寸劇「鼻ぐり井手物語」。約400年前にはす
でに男女共同参画があったという一場面。お互
いに協力していこうと握手を交わした。３_男
女共同参画推進標語で最優秀賞を受賞した東好
里子さん。その他10人が表彰された。４_ 実
体験をもとに男女共同参画社会について熱く語
る講師の中嶋玲子さん。

菊陽町男女共同参画宣言都市記念式典
～ともに　歩むまち　きくよう～

３ ４

１ ２
特集
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女
性
の
社
会
参
画
へ
の
期
待

　

現
在
、
各
分
野
で
指
導
的
地
位

に
立
つ
女
性
の
割
合
は
緩
や
か
に

増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
国
際
的

に
見
て
も
日
本
は
低
い
水
準
に
と

ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
国

は
、
２
０
２
０
年
ま
で
に
、
指
導

的
地
位
に
女
性
が
占
め
る
割
合
を

30
％
程
度
に
な
る
よ
う
に
期
待
す

る
「
２
０
２
０
年
30
％
」
の
目
標

を
設
定
し
ま
し
た
。

　

日
本
の
女
性
の
労
働
力
率
の
現

状
を
見
る
と
、
30
歳
代
を
底
と
し

た
、
い
わ
ゆ
る
Ｍ
字
カ
ー
ブ
を
描

い
て
い
ま
す
。
女
性
は
20
歳
代
か

ら
40
歳
代
ま
で
、
社
会
に
出
て
自

分
を
磨
く
こ
と
が
で
き
る
時
期
に
、

結
婚
や
出
産
、
子
育
て
期
が
重
な

り
、
仕
事
を
中
断
す
る
こ
と
が
多

い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
女
性
が
社
会
に
参
画

す
る
こ
と
で
、
▼
労
働
力
の
増
加

▼
新
た
な
需
要
の
創
造
、
掘
り
起

こ
し
▼
女
性
の
視
点
で
新
し
い
価

値
が
も
た
ら
さ
れ
る
▼
所
得
の
増

加
・
消
費
の
拡
大
▼
税
・
社
会
保

障
の
担
い
手
の
増
加
な
ど
に
つ
な

が
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
早
く
に
出
産
し
、
育

児
を
頑
張
り
な
が
ら
社
会
復
帰
を

目
指
し
て
い
る
宮
田
透
さ
ん
の

妻
・
宮
田
裕
子
さ
ん（
杉
並
台
）に

話
を
聞
き
ま
し
た
。

男
性
に
と
っ
て
の
家
庭
参
画

　

日
本
の
自
殺
者
数
の
約
７
割
は

男
性
で
、
特
に
働
き
盛
り
の
年
代

で
あ
る
40
歳
代
か
ら
60
歳
代
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、「
夫

は
外
で
働
き
、
妻
は
家
庭
を
守
る

べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
意
識
か
ら
、

「
男
だ
か
ら
働
い
て
家
族
を
養
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
思

い
と
、「
家
庭
も
大
事
に
し
た
い
」

と
い
う
責
任
感
が
要
因
の
一
つ
に

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

日
本
の
男
性
の
家
事
や
育
児
に

費
や
す
時
間
は
、
国
際
的
に
見
て

も
最
低
の
水
準
で
す
。
内
閣
府
の

調
査
で
は
、
家
庭
生
活
を
大
事
に

し
た
い
と
思
い
な
が
ら
も
、
実
際

に
は
仕
事
を
優
先
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
答
え
る
人
が
多
く
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
厚
生
労
働
省
の

調
査
に
よ
る
と
、
夫
の
休
日
の
家

事
や
育
児
の
時
間
が
長
く
な
る
ほ

ど
、
第
２
子
以
降
が
生
ま
れ
る
割

合
も
高
く
な
る
傾
向
に
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
男
性
の
家

庭
参
画
が
進
む
こ
と
は
、
男
性
と

女
性
の
両
方
に
と
っ
て
多
様
な
生

き
方
を
選
択
で
き
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
仕
事
を
頑
張
り
な
が

ら
家
族
を
支
え
る
宮
田
裕
子
さ
ん

の
夫
・
宮
田
透
さ
ん（
杉
並
台
）に

話
を
聞
き
ま
し
た
。

昔は「男女共同参画」という言葉もなく、家の中では男性の立場が
上で、女性は仕事の他に家事、介護なども担っていました。しかし、
今はお互いに思いやりの心を持って、フォローし合わなければ成り
立たない時代を迎えています。男女共同参画推進標語で「『手伝お
うか？』その一言に救われる」という作品がありましたが、男女共
同参画は、まさにその一言に尽きると思いますね。
特に、女性が動かないことには何も変わりません。まずは自分自身
を発信してみませんか。「男女共同参画社会なんて言葉あったね」
といえる時代が来る日まで、勇気を持って社会に出て行くことも必
要なのかもしれませんよ。

菊陽町
男女共同参画社会
推進懇話会会長

那
な

須
す

　眞
ま

理
り

子
こ

さん

宮
みや

田
た

　透
とおる

さん（30）（杉並台）
［職業］調理師
妻と息子と３人暮らし。週６日仕事を
しながら家族を支える。

宮
みや

田
た

　裕
ゆう

子
こ

さん（24）（杉並台）
［職業］介護職（パート）
４月で結婚丸２年。今は育児休暇を取り、
家庭で５カ月の息子・碧

あお

斗
と

くんを育てる。

仕事は飲食店で調理師をしています。朝９時から
夜 10時くらいまでの仕事なので、帰った頃に

は息子が寝てしまっています。ですから、休憩時間は
家に帰り、少しでも遊んであげています。仕事から帰
ると、妻がお風呂とご飯を用意してくれています。妻
のおいしいご飯を食べ、息子の顔を見られる時間が一
番幸せです。仕事は大変だけど、家族のために頑張ら
なければと思いますね。

休日は３人で出掛けます。今は子どもの服などを
見るのが楽しくて、子ども用品の店に行ったり、

お互いの実家に行ったりして過ごしています。普段妻
に家庭を任せている分、自分がご飯を作ることもあり
ます。休日は自分のことよりも、妻と息子と一緒に過
ごしてあげたいと思っています。今は仕事にかける時
間が多いので、妻を少しでも支えるためにも、もっと
家庭にも時間をかけていきたいと思います。

妻には家にいてほしいという思いもありますが、
働きたいという思いも大事にしたいし、正直、

家計的にも助かるので、応援したいと思っています。
これからも、お互いに支え合っていきたいですね。

昨年９月に息子が生まれ、今は育児休暇を取って
います。出産をしてからは、子育ても家事も完

璧にしないといけないと思っていて、産後うつのよ
うな状態になった時期もありました。でもそんな時、
夫が「いつも頑張ってるもんね」と言ってくれたり、
「笑ってないとだめだよ」と声を掛けてくれたりした
ことが、とても支えになり、安心することができまし
た。息子のことで心配なことがあっても、一緒に考え
てくれます。年上だし、しっかりしていて、とても頼
りがいがある夫です。

いつも仕事を遅くまで頑張ってくれている夫のた
めに、おいしい料理を食べてもらいたいと思い、

料理本を見たり母のまねをしたりして作っています。
夫が「おいしい、幸せ。ありがとう」と言ってくれる
ときが、一番幸せを感じます。

育児休暇が終わったら職場に復帰しようと思って
います。いろいろな経験を積みたいし、少しで

も家計の手助けになればと思います。でもそれまでは、
精いっぱい息子をかわいがってあげたいです。これか
らも、夫婦で協力し合っていきたいです。

講
演
で
中
嶋
玲
子
さ
ん
は
言

い
ま
し
た
。「
男
性
は
、
女

性
の
力
を
信
じ
て
く
だ
さ
い
。
頑

張
っ
て
い
る
人
を
認
め
て
、
そ
の

能
力
を
掘
り
起
こ
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
女
性
は
、『
私
で
良
け
れ

ば
頑
張
り
ま
す
』
と
自
分
の
力
を

信
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
」
と
。
お

互
い
を
認
め
合
い
信
じ
る
こ
と
が
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
き
っ
か
け

に
な
る
の
で
し
ょ
う
。

　

社
会
参
画
・
家
庭
参
画
と
い
っ

て
も
、
一
人
で
す
ぐ
に
で
き
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
、
身

近
な
家
庭
環
境
を
振
り
返
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。「
仕
事
か
家
庭
ど
ち

ら
か
に
偏
り
す
ぎ
て
い
な
い
だ
ろ

う
か
」「
も
っ
と
支
え
合
え
る
方

法
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
―
。
お
互

い
に
お
互
い
を
思
い
や
る
こ
と
は

と
て
も
大
切
な
こ
と
な
の
で
す
。

　

取
材
を
受
け
て
く
れ
た
宮
田
さ

ん
夫
妻
は
、
今
は
仕
事
と
家
庭
へ

の
偏
り
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を

補
う
ほ
ど
、
お
互
い
を
思
い
や
る

心
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
妻
は
夫

の
た
め
に
、
夫
は
妻
の
た
め
に
で

き
る
こ
と
を
し
て
あ
げ
た
い
―
。

一
緒
に
ご
飯
を
食
べ
る
こ
と
、
子

ど
も
と
遊
ん
で
あ
げ
る
こ
と
、
家

族
で
出
か
け
る
こ
と
、
お
互
い
を

思
い
や
る
全
て
の
行
動
が
「
幸
せ

の
み
ち
」
を
歩
む
こ
と
な
の
だ
と

思
い
ま
す
。

特
集　

と
も
に
歩
む
幸
せ
の
み
ち
。
終

家族一緒の時間が幸せ 育児も社会復帰も目標

妻夫
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熊本県知事選挙・菊陽町農業委員会委員一般選挙が行われます
～捨てないで　あなたの意思と　その一票～

問 菊陽町選挙管理委員会　☎（232）2111

■選挙期日（投票日）・投票時間
　３月25日（日）　午前７時～午後７時
※今回の選挙から、投票時間が午後７時までになりま
した。お間違いのないようお願いします。

■告示（立候補届出）　３月８日（木）

■投票できる人など
❶平成４年３月26日までに生まれた人で、平成23年
12月７日までに住民票が作成された人。
❷平成23年12月８日以降に菊陽町から熊本県内に転
出した人および熊本県内の市町村から菊陽町に転入
した人は、「引き続き県内に住所を有する証明書」
が必要です。
　証明書の発行についてなど、詳しくは選挙管理委員
会までお問い合わせください。
❸熊本県外に転出した人は投票できません。

期日前投票
　投票当日に、仕事や冠婚葬祭などの用件で投票に行
けない人は、期日前投票ができます。
・場所　役場２階大会議室
・期間　３月９日（金）～３月24日（土）
・時間　午前８時30分～午後８時

「第67回熊本県民体育祭菊池大会」開催！皆さんの応援お願いします
～新たな挑戦　新たな感動　菊池県体～

問 第67回熊本県民体育祭菊池大会実行委員会事務局　☎0968（38）7058

県民
体育祭

　第67回熊本県民体育祭菊池大会が９月15日（土）・16日（日）に、菊陽町・菊池市・合志市・大津町などの会場
で開催され、24種目の採点競技・10種目の公開競技が行われます。県民体育祭は、県内最大級のスポーツイベ
ントで、各郡市の選手や関係者を合わせると約１万人が２市２町に集まることになります。
　皆さんの応援が選手の力となりますので、ぜひ応援をよろしくお願いします。

■採点競技会場（予定）
担当
市町 競技種目 施設会場名

空手道

アーチェリー

ボウリング

グラウンドゴルフ（男・女）

バドミントン（男・女）

水泳

ソフトボール（男）

ソフトボール（女）

ソフトテニス

バレーボール（男）

ハンドボール（男）

ハンドボール（女）

剣道

弓道

相撲

銃剣道

馬術

ゲートボール（男・女）

菊
池
市

菊
陽
町

菊陽町民体育館

菊陽杉並木公園スポーツ広場

菊陽ボウル

菊陽杉並木公園ふれあい広場

益城町総合体育館

菊池市営プール

菊池市多目的グラウンド　

菊池市七城総合グラウンド

菊池市七城総合グラウンド

菊池市総合体育館

菊池市菊池体育センター

菊池高校体育館

菊池市総合体育館

菊池市弓道場

菊池市相撲場

菊池市泗水体育館

菊池農業高校馬術場

菊池市旭志グラウンド

担当
市町 競技種目 施設会場名

合
志
市

合志市総合運動公園野球場

熊本国府高校野球場

熊本学園大西合志グラウンド

菊池恵楓園グラウンド

合志中学校体育館

合志市総合体育館

西合志中学校体育館

県民総合運動公園パークドーム

熊本県総合射撃場

大津町運動公園競技場

大津町総合体育館

大津高校体育館

大津北中学校体育館

本田技研工業体育館

大津町運動公園多目的広場

軟式野球

卓球

バレーボール（女）

柔道

テニス

クレー射撃

陸上競技

バスケットボール（男）

バスケットボール（女）

ハンドボール（男）

サッカー

大
津
町

選挙

３月25日は熊本県知事選挙の投票日です

ホームページも開設していますのでご覧ください。
（http://67kumaken-k-office.jimdo.com）

※写真は昨年行われた水俣大会

▲

水
俣
大
会
の
開
会
式
で
Ｐ
Ｒ

▲空手道

バドミントン

▲

▲グラウンドゴルフ

▲アーチェリー

　任期満了（平成24年５月６日）に伴う菊陽町農業
委員会委員一般選挙の日程が決まりました。

■選挙期日（投票日）
　４月29日（日）
■告示（立候補受付）
　４月24日（火）
　午前８時30分～午後５時（菊陽町役場）
■立候補予定者説明会
　４月12日（木）
　午前10時（役場２階大会議室）
■選挙による委員定数
　12人
■投票できる人
　菊陽町農業委員会委員選挙人名簿に登録されて
いる人
■選挙人名簿の縦覧および異議の申出
　３月８日（木）まで

菊陽町農業委員会委員一般選挙

優秀賞

平成23年度熊本県明るい
選挙啓発作品コンクール

入選
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ごみは正しく分別しましょう！
問 環境生活課　ごみ減量推進係　☎（232）2114

環境
生活 こんなときは、こんな届け出を！

国民年金住みよい環境にするために

問 町民課　年金係　☎（232）4914　熊本西年金事務所　☎（353）0142

　就職や転職、結婚、退職などにより国民年金の加入の仕方が変わります。届け出の内容により、届け出
先が異なりますのでご注意ください。届け出に必要な添付書類については、届け出先にお尋ねください。

【第１号被保険者】　自営業、農林漁業、アルバイト、無職の人、学生などで20歳以上60歳未満の人
【第２号被保険者】　厚生年金・共済組合に加入している会社員・公務員などで原則65歳未満の人
【第３号被保険者】　第２号被保険者に扶養されている20歳以上60歳未満の配偶者　　

　「不燃・埋立ごみ」（黄色の袋）の中に、ガス抜きされていないスプレー缶などの違反ごみが混入すると、
ごみ収集車への積載時に破裂し、作業員がケガをしたり、車両火災が発生したりするなど非常に危険です。
また、正しく分別されていない違反ごみは、違反ごみシールが貼られ、ごみステーションに置かれたまま
になるため、地域に大変迷惑をかけてしまいます。
　ごみは「ごみの分け方・出し方」、「ごみ収集カレンダー」に記載された方法で分別し、ごみ出しのルー
ルを守りましょう。「ごみの分け方・出し方」は、町ホームページの「ごみ・リサイクル情報」にも掲載
しています。

年金

こんなとき どうする

爆発の原因となりますの
で、必ず２カ所以上の穴
をあけてください。

必ず中身を出し、容器を
洗ってください。

環境工場では処理できな
いごみです。専門の業者
に引き取りの相談をして
ください。

環境工場では処理できな
いごみです。専門の業者
に引き取りの相談をして
ください。

違
反
ご
み
の
例

分
別
方
法

ガス入りのスプレー缶 食品などの中身入りの
缶詰類

塗料缶 オイルヒーター、消火器、
発煙筒、自動車部品など

■環境工場に搬入された「違反ごみ」の例と正しい分別方法

■収集されない「違反ごみ」の例と正しい分別方法

「不燃・埋立ごみ」の間違い

•不燃・埋立ごみ袋には、必ず記名
する。
•割れていない蛍光管は、拠点施設
に持ち込む。
•環境工場で処理できないごみは、
専門業者に引き取りの相談をする。

記名漏れ、割れていない蛍光管、
バッテリー、自動車部品など びん、かん、茶碗

汚れた弁当箱、金属付きのおもちゃ、
塩素系容器など

「プラスチック類」の間違い

•汚れの付着は「燃やすごみ」。
•塩素系容器は、プラマークが付い
ていても「燃やすごみ」。
•金属などが付いたものは、「燃やす
ごみ」または「不燃・埋立ごみ」。

「燃やすごみ」の間違い

•「資源物」、「不燃・埋立ごみ」など
を混入しない。

違
反
ご
み
の
例

分
別
方
法

平成24年度のごみ収集カレンダーを配布しました
平成24年度は、ごみ分別の内容に変更はありません。
祝日などでごみ出し日が変更となる日は、ごみ収集カレンダーで確認してください。
ごみ収集カレンダーは、町ホームページの「ごみ・リサイクル情報」にも掲載しています。
「ごみの分け方・出し方」の冊子などが必要な場合は、役場および関係施設で受け取ることができます。

　
20歳になったとき

　
会社を退職したとき
　
結婚や退職などで配偶者（第２号被保
険者）の扶養になったとき
　
配偶者（第２号被保険者）の扶養から外
れたとき
　
年金手帳をなくしたとき

　
口座振替を開始・停止・変更するとき

　
納付書を紛失したとき

　
保険料を納めるのが困難なとき

　
65歳になったとき

　
障がいになったとき

　
加入中に死亡したとき

　
定額以上の保険料を納めたいとき
　
受給資格期間（原則25年）を満たして
いないとき、満額に近づけたいとき、
海外に在住しているとき

厚生年金・共済組合加入者以外は国民年金への加入手続きをする
第１号被保険者は役場、第３号被保険者は配偶者の勤務先で手続きをする

役場で国民年金への加入手続きをする（被扶養配偶者も同様の手続き）

　
配偶者の勤務先で第３号被保険者への種別変更の手続きをする

　
役場で第３号被保険者から第１号被保険者への種別変更の手続きをする

第１号被保険者は役場で、第３号被保険者は配偶者の勤務先で再交付の手続きを
する
　
【開始・変更】銀行や郵便局などの取り扱い金融機関、年金事務所または役場で
　　　　　　 口座振替納付（変更）申出書を提出する
【停止】年金事務所または役場で口座振替辞退申込書を提出する
　
年金事務所または役場に納付書の再発行を申し出る
　
役場に保険料免除の申請をする
30歳未満の人は若年者納付猶予の申請、学生の人は学生納付特例の申請をする　
第１号被保険者期間のみの場合は役場、第３号被保険者期間を含む場合は年金事
務所で、老齢基礎年金の受給手続きをする
　
初診日に第１号被保険者の人は役場、第３号被保険者の人は年金事務所、20歳
前の人は役場で、障害基礎年金の受給手続きをする
　
国民年金加入中の場合は、役場で遺族基礎年金・寡婦年金・死亡一時金の請求を
する
　
役場で付加保険料の手続きをするか、国民年金基金（☎0120（65）4192）に加入
する

　
年金事務所か役場で任意加入の手続きをする
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ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
を
対
象
に
し
た
手
当
や
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。

希
望
す
る
場
合
は
、
福
祉
課
子
育
て
支
援
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
へ
の
手
当
・
助
成
制
度

子育て
児
童
扶
養
手
当
制
度

　

次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
児
童
な
ど
を

監
護
し
て
い
る
母
ま
た
は
父
、
も
し
く
は

両
親
に
か
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る

人
に
対
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
恩
給
な
ど
の
公

的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
な
ど

に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童

・

父
母
が
離
婚
し
た
後
、
父
ま
た
は
母
と

別
れ
て
生
活
し
て
い
る
児
童

・

父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

・

父
ま
た
は
母
が
障
が
い
の
状
態
に
あ
る

児
童

・

父
ま
た
は
母
が
生
死
不
明
の
児
童

　
（
１
年
以
上
生
死
不
明
）

・

１
年
以
上
に
わ
た
り
、
父
ま
た
は
母
か

ら
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

・

１
年
以
上
に
わ
た
り
、
父
ま
た
は
母
が

法
律
に
よ
り
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

・

母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い（
未
婚
）で
生
ま

れ
た
児
童

■
手
当
の
額（
月
額
）　

児
童
１
人
の
と
き

（
受
給
者
や
扶
養
義
務
者
の
前
年
の
所
得

が
一
定
以
上
の
場
合
は
支
給
制
限
あ
り
）

全
部
支
給

・

児
童
が
１
人
の
と
き　
４
１
，
５
５
０
円

・

児
童
が
２
人
の
と
き　
４
６
，
５
５
０
円

・

児
童
が
３
人
以
上
の
と
き　

　
　
　
１
人
に
つ
き
３
，
０
０
０
円
が
加
算

一
部
支
給　

所
得
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
ま
す

医
療
費
助
成
制
度

　

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
医
療
費
の
一
部

を
助
成
す
る
こ
と
で
、
経
済
的
、
精
神
的

負
担
を
軽
減
し
、
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の

健
康
増
進
と
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
助
成
対
象
者（
所
得
制
限
あ
り
）

　

母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭
の
父
、
ひ

と
り
親
家
庭
の
児
童
、
父
母
の
な
い
児
童

■
助
成
の
範
囲
・
額　

　

国
民
健
康
保
険
、
社
会
保
険
等
各
法
の

規
定
に
よ
り
支
払
っ
た
負
担
金（
付
加
給

付
控
除
後
）の
３
分
の
２
を
助
成
し
ま
す
。

■
助
成
方
法　

償
還
払
い

平
成
23
年
10
月
か
ら
、
子
ど
も
手
当
は
特
別
措
置
法
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、「
子
ど
も
手
当
認
定
請
求
書
」
の
提
出
が
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合
、

平
成
23
年
10
月
分
か
ら
の
子
ど
も
手
当
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
場
合
は
、
平
成
24
年
３
月
30
日（
金
）ま
で
に
必
ず
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い（
土･

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）。

３
月
30
日（
金
）ま
で
に
手
続
き
を

子
ど
も
手
当
の
認
定
請
求
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

問 

福
祉
課　

子
育
て
支
援
係　

☎（
２
３
２
）４
９
１
３

問 

福
祉
課　

子
育
て
支
援
係　

☎（
２
３
２
）４
９
１
３

子ども
手当

　

子
ど
も
手
当
は
、
平
成
23
年
10
月
１
日

付
で
、「
子
ど
も
手
当
特
別
措
置
法
」
に

よ
り
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
最
終
期
限
で
あ
る
平
成
24

年
３
月
30
日（
金
）ま
で
に
「
子
ど
も
手
当

認
定
請
求
書
」
の
提
出
を
し
な
け
れ
ば
、

平
成
23
年
10
月
分
以
降
の
子
ど
も
手
当
を

受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
期
限
を
過
ぎ
て
手
続
き
を
し
た
場

合
は
、
手
続
き
を
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら

の
受
給
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い（
例
え
ば
、
４
月
に
手
続
き
を
し
た

場
合
、
子
ど
も
手
当
は
、
平
成
24
年
５
月

分
か
ら
の
開
始
と
な
り
ま
す
）。

　

手
続
き
に
つ
い
て
は
、土
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
の
受
け
付
け
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

※

子
ど
も
手
当
は
、
子
ど
も
の
父
か
母
な

ど
で
、
所
得
が
恒
常
的
に
高
い
人
が
請

求
者
と
な
り
ま
す
。
請
求
者
の
配
偶
者

の
所
得
が
高
い
場
合
は
、
所
得
が
高
い

人
へ
の
変
更
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
所
得
の
高
い
人
が
公
務
員（
独

立
行
政
法
人
、
派
遣
法
に
基
づ
く
派
遣
を

さ
れ
た
者
を
除
く
）の
場
合
は
、
勤
務
先

で
の
受
給
と
な
り
ま
す
の
で
、
勤
務
先
で

の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

●子ども手当認定請求書
●請求者（子どもではありません）の健康保険証
の写し（菊陽町の国民健康保険加入者は不要）
●従来の振込先口座から変更をする場合、変更
する新しい普通口座の通帳の写し
※ただし、請求者名義に限ります。

手続きに必要なもの

新
し
い
保
険
証
を
「
簡
易
書
留
」
で
郵
送
し
ま
す
。

ま
た
、
人
間
ド
ッ
ク
の
案
内
も
同
封
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新
し
い
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す

菊
陽
町
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

問 

健
康
・
保
険
課　

国
民
健
康
保
険
係　

☎（
２
３
２
）４
９
１
２

国保
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す

　

新
し
い
保
険
証
を
、
郵
便
局
の
「
簡
易

書
留
」
と
い
う
方
法
で
３
月
下
旬
に
郵
送

し
ま
す
。「
簡
易
書
留
」
と
は
、
郵
便
局

員
か
ら
手
渡
し
で
配
達
さ
れ
る
郵
便
で
、

受
け
取
り
時
に
受
領
印
が
必
要
で
す
。

留
守
な
ど
の
場
合
は「
再
配
達
」か「
直

接
、
熊
本
北
郵
便
局
で
受
け
取
り
」

　

配
達
時
に
留
守
の
場
合
に
は
、
熊
本
北

郵
便
局
か
ら
「
ご
不
在
連
絡
通
知
書
」
が

ポ
ス
ト
に
入
れ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、

通
知
書
に
従
い
、
次
の
い
ず
れ
か
を
選
択

し
て
く
だ
さ
い
。

❶
再
配
達
の
希
望
日
を
熊
本
北
郵
便
局
に

連
絡
す
る
。

❷
熊
本
北
郵
便
局
の
窓
口
で
直
接
保
険
証

を
受
け
取
る（
不
在
連
絡
通
知
書
、
身

分
証
明
書
、
印
か
ん
が
必
要
）

　

た
だ
し
、
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
期
間

を
過
ぎ
る
と
役
場
に
返
送
さ
れ
ま
す
の
で
、

健
康
・
保
険
課
に
直
接
受
け
取
り
に
来
て

く
だ
さ
い
。

人
間
ド
ッ
ク
の
案
内
を
同
封
し
ま
す

　

人
間
ド
ッ
ク
を
希
望
す
る
人
は
、
４
月

９
日（
月
）ま
で
に
申
請
書
を
健
康
・
保
険

課
ま
た
は
武
蔵
ヶ
丘
支
所
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

 
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
あ
る
世
帯

に
は
、
保
険
証
の
交
付
と
納
税
相
談
の
通

知
を
別
途
送
付
し
ま
す
。

　

有
効
期
限
を
過
ぎ
た
保
険
証
は
、
各
自

で
適
正
に
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

問 【
保
険
証
】健
康
・
保
険
課　

国
民
健
康
保
険
係　

☎（
２
３
２
）４
９
１
２

【
保
険
税
】税
務
課　

住
民
税
係　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）４
９
１
１

退
職
や
就
職
に
よ
り
、
会
社
の
健
康
保
険
な
ど
を
や
め
た
り
新
た
に
加
入
し
た
と

き
は
、
自
分
で
保
険
証
の
切
替
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
証
の
切
替
手
続
き
が
必
要
で
す

退
職
や
就
職
を
し
た
場
合
は

国保
勤
め
て
い
た
会
社
を
退
職
し
た（
す
ぐ

に
再
就
職
を
し
な
い
）場
合
の
手
続
き

❶
社
会
保
険
な
ど
の
任
意
継
続
を
す
る（※

）

　

退
職
日
か
ら
20
日
以
内
に
社
会
保
険
な

ど
の
保
険
者
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

❷
国
民
健
康
保
険
へ
加
入
す
る

　

退
職
日
か
ら
14
日
以
内
に
健
康
・
保
険

課
ま
た
は
武
蔵
ヶ
丘
支
所
へ
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

■
国
民
健
康
保
険
の
加
入
手
続
き
に
必
要

な
も
の

・

退
職
し
た
会
社
か
ら
の
「
健
康
保
険
等

資
格
喪
失
証
明
書
」

・

印
か
ん

・

年
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
人
は
「
年
金

証
書
」（
年
金
手
帳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

■
加
入
時
の
注
意
点

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
日
は
、
前
の
社

会
保
険
な
ど
の
資
格
を
喪
失
し
た
日
か
ら

で
す
。
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
税
金
も
資

格
の
喪
失
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
課
税
さ
れ

ま
す
の
で
、
早
め
に
加
入
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

新
し
く
就
職
を
し
て
会
社
か
ら
健
康
保

険
証
の
交
付
を
受
け
た
場
合
の
手
続
き

❶
国
民
健
康
保
険
を
離
脱
す
る

　

健
康
・
保
険
課
ま
た
は
武
蔵
ヶ
丘
支
所

へ
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
国
民
健
康
保
険
を
離
脱
す
る
手
続
き
に

必
要
な
も
の

・

保
険
証（
離
脱
す
る
人
の
分
）

・

新
た
に
交
付
を
受
け
た
「
保
険
証（
全

員
分
）」

・

印
か
ん

■
離
脱
時
の
注
意
点

　

国
民
健
康
保
険
を
離
脱
す
る
と
き
は
、

必
ず
手
続
き
が
必
要
で
す
。
手
続
き
が
遅

れ
る
と
課
税
さ
れ
た
ま
ま
に
な
り
、
二
重

払
い
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※

社
会
保
険
な
ど
の
任
意
継
続
と
は

　

社
会
保
険
や
共
済
組
合
の
健
康
保
険
の

被
保
険
者
期
間
が
、
退
職
し
た
日
ま
で
継

続
し
て
２
カ
月
以
上
で
あ
れ
ば
、
２
年
間

継
続
で
き
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

任
意
継
続
の
保
険
料
は
、
ご
加
入
の
社

会
保
険
な
ど
の
保
険
者
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

　　　　　　有効期限　平成○○年○○月○○日
記号番号　　菊陽○○○○○○　　　　資　　格　○○
氏　　名　　国保　太郎
生年月日　　平成○○年○○月○○日　性別　男
資格取得日　平成○○年○○月○○日
交付年月日　平成○○年○○月○○日
世帯主氏名　国保　一郎
住　　所　　熊本県菊池郡菊陽町大字久保田2800番地

今年の保険証はうす紫色です

児
童
扶
養
手
当
制
度
や
医
療
費
助
成
制
度
な
ど
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❶町が配信する避難情報など、そ
の他住民の安全に関わる緊急情
報
❷気象庁が配信する緊急地震速報
　

■サービスの特徴
　このサービスは、各社の携帯電
話配信エリア（菊陽町）内に滞在す
る人に情報を配信します。
❶通信料、月額使用料、情報料を
含めて無料で受信できます。
❷受信するための登録・申し込み
は必要ありません。
❸緊急情報が配信されると携帯電
話の画面に配信内容を自動的に
表示して、専用着信音などでお
知らせします。
❹メールアドレスを用いずに配信
エリア内の利用者に配信する仕
組みのため、観光や仕事などで
菊陽町を訪れた人でも受信でき
ます。

配信情報

３つの習慣
○寝たばこは、絶対やめる。
○ストーブは、燃えやすいものか
ら離れた位置で使用する。
○ガスコンロなどのそばを離れる
ときは、必ず火を消す。
　

４つの対策
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用
火災警報器を設置する。
○寝具、衣類やカーテンからの火
災を防ぐために、防炎品を使用
する。
○火災を小さいうちに消すために、
住宅用消火器などを設置する。
○お年寄りや体の不自由な人を守
るために、隣近所の協力体制を
つくる。

住宅防火 いのちを守る
７つのポイント

「
消
し
た
は
ず  

決
め
つ
け
な
い
で  

も
う
一
度
」

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動問 

総
務
課　

交
通
防
災
係　

☎（
２
３
２
）２
１
１
１

火災
予防

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は
お
済

み
で
す
か

　

住
宅
火
災
で
は
、
逃
げ
遅
れ
が
原
因
で

多
く
の
死
者
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
昨
年

６
月
か
ら
、
全
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
火
災
警
報
器
は
、
火
災
を
早
期
に

感
知
し
て
住
人
に
知
ら
せ
る
こ
と
で
、
屋

外
な
ど
の
安
全
な
場
所
に
避
難
す
る
こ
と

を
第
一
の
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
大
切
な

命
を
守
る
た
め
に
も
早
め
に
設
置
し
て
く

だ
さ
い
。

　

火
災
警
報
器
は
、
日
本
の
法
令
に
適
合

し
た
日
本
消
防
検
定
協
会「
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
」

の
付
い
た
商
品
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

悪
質
商
法
に
ご
注
意
を

　

火
災
警
報
器
の
設
置
義
務
化
を
利
用
し

て
、
不
適
正
な
価
格
、
無
理
強
い
販
売
な

ど
を
行
う
業
者
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

【
火
災
警
報
器
】

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
相
談
室

　
（
月
〜
金
：
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）　

☎
０
１
２
０（
５
６
５
）９
１
１

　

菊
池
広
域
連
合
消
防
本
部　

予
防
課

　

☎（
２
３
２
）９
３
３
４

【
悪
質
商
法
】

　

熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎（
３
８
３
）０
９
９
９

緊
急
速
報「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」な
ど
が
配
信
さ
れ
ま
す

災
害
時
な
ど
に
備
え

問 

総
務
課　

交
通
防
災
係　

☎（
２
３
２
）２
１
１
１

第
１
・
２
回
会
議
を
開
催
し
ま
し
た

鼻
ぐ
り
井
手
公
園
周
辺
整
備
等
住
民
検
討
委
員
会

防災
　

町
で
は
、（
株
）Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
が
提
供

す
る
緊
急
速
報
「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」
を
利

用
し
、
災
害
発
生
時
の
避
難
勧
告
な
ど
の

緊
急
情
報
を
町
内
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
携
帯

電
話
利
用
者
に
一
斉
配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
昨
年
12
月
か
ら
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ（
ａ
ｕ
）（
株
）と
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
モ
バ
イ
ル（
株
）か
ら
も
「
緊

急
速
報
メ
ー
ル
」
と
し
て
同
様
の
サ
ー
ビ

ス
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
３
月
上
旬

か
ら
運
用
開
始
で
き
る
よ
う
に
手
続
き
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
観
光
な
ど
の
一
時
滞
在
者
に
対
す
る

情
報
伝
達
が
可
能
に
な
る
と
と
も
に
、
災

害
時
の
避
難
勧
告
な
ど
の
情
報
伝
達
の
手

段
と
し
て
非
常
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
受
信
で
き
な
い
ケ
ー
ス

❶
通
話
中
・
パ
ケ
ッ
ト
通
信
中
の
場
合

❷
電
波
状
態
が
悪
い
場
所（
ト
ン
ネ
ル
、

地
下
な
ど
）ま
た
は
圏
外
の
場
合

❸
電
源
が
Ｏ
Ｆ
Ｆ
に
な
っ
て
い
た
場
合

❹
契
約
状
態
が
「
解
約
」「
休
止
」
の
場

合
❺
町
外
の
携
帯
電
話
基
地
局
エ
リ
ア
に
滞

在
し
て
い
る
場
合

❻
緊
急
速
報
メ
ー
ル
な
ど
の
受
信
設
定
が

「
受
信
し
な
い
」
と
な
っ
て
い
る
場
合

■
そ
の
他

　

受
信
可
能
な
機
種
や
設
定
方
法
な
ど
は

携
帯
電
話
各
社
で
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
携
帯
電
話
を
購
入
し
た
店
に
問
い

合
わ
せ
る
か
、
各
携
帯
電
話
会
社
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

菊
陽
南
小
学
校
区
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
、
鼻
ぐ
り
井
手
公
園
の
周
辺
整
備
な

ど
に
つ
い
て
の
検
討
委
員
会
が
昨
年
11
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
現
在
ま
で
２
回
の

会
議
を
開
催
し
、
公
園
に
必
要
な
施
設
な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
各
会
議
で
出
さ
れ
た
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

協働
検
討
委
員
会

　

検
討
委
員
会
は
、
地
区
の
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
の
代
表
者
16
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

第
１
回
会
議
で
、
委
員
長
に
菊
陽
町
文

化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
の
矢
野

誠
也
さ
ん
、
副
委
員
長
に
戸
次
区
長
の
坂

本
弘
邦
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

公
園
に
必
要
な
施
設
・
機
能

■
来
訪
者（
観
光
客
）の
た
め
に

　

鼻
ぐ
り
井
手
の
観
光
に
来
る
人
の
た
め

に
、
資
料
館
や
駐
車
場
な
ど
の
整
備
を
行

い
、
観
光
地
と
し
て
の
向
上
を
図
る
。

■
鼻
ぐ
り
井
手
祭
の
た
め
に

　

現
在
、
鼻
ぐ
り
井
手
祭
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

鼻
ぐ
り
井
手
公
園
と
南
部
町
民
セ
ン
タ
ー

の
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
の
で
、
観
客
な

ど
に
と
っ
て
不
便
で
あ
る
。
そ
れ
を
解
消

す
る
た
め
に
、
ス
テ
ー
ジ
施
設
の
あ
る
広

場
を
整
備
す
る
。

■
地
元
住
民
の
た
め
に

　

芝
生
の
広
場
や
遊
具
な
ど
を
設
置
し
て
、

地
元
住
民
が
集
え
る
場
所
に
す
る
。

今
年
も
３
月
１
日（
木
）か
ら
７
日（
水
）ま
で
の
７
日
間
「
春
の
全
国
火
災
予
防
運

動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
防
火
意
識
を
高
め
る
た
め
、
家
族

や
近
所
で
火
災
予
防
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

■
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
に

　

公
園
の
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
自
動
販
売
機
や
ト
イ
レ
な
ど
を
設
置
す

る
。

　

以
上
の
よ
う
な
意
見
の
他
に
も
、
管
理

に
つ
い
て
な
ど
数
多
く
の
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
後
の
会
議
で
は
、
こ
れ
ら
の
意
見
を

基
に
、
整
備
内
容
を
よ
り
具
体
的
に
検
討

し
て
い
く
予
定
で
す
。

問 

総
合
政
策
課　

総
合
政
策
係　

☎（
２
３
２
）２
１
１
２

菊
陽
町
消
防
団
員
を
募
集
し
ま
す

あ
な
た
の
ち
か
ら
で
救
わ
れ
る
人
が
い
る

問 

総
務
課　

交
通
防
災
係　

☎（
２
３
２
）２
１
１
１

消防団
員募集

菊
陽
町
消
防
団
員
募
集
案
内

■
応
募
資
格（
次
の
各
号
の
資
格
を
有
す

る
者
で
あ
る
こ
と
）

○
菊
陽
町
内
に
居
住
し
、
ま
た
は
勤
務
す

る
人

○
年
齢
18
歳
以
上
の
人

　
（
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
）

○
志
操
堅
固
で
身
体
強
健
な
人

○
前
３
号
に
規
定
す
る
人
の
ほ
か
、
特
に

団
長
が
認
め
る
人

■
活
動
内
容

・

災
害
発
生
時
の
消
火
・
救
出
活
動

・

火
災
予
防
な
ど
の
消
防
広
報
活
動

・

災
害
活
動
に
備
え
た
訓
練
な
ど

自
主
防
災
組
織
の
設
立
を

　

消
防
団
と
と
も
に
地
域
の
総
合
防
災
力

の
要
と
な
る
の
が
自
主
防
災
組
織
で
す
。

菊
陽
町
の
自
主
防
災
組
織
の
組
織
率
は
、

県
下
で
も
大
変
低
い
水
準
に
あ
り
、
地
域

の
総
合
防
災
力
の
向
上
の
た
め
に
は
各
自

治
会
で
の
組
織
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

消
防
団
が
な
い
自
治
会
、
ま
た
消
防
団
が

あ
る
自
治
会
な
ど
で
も
地
域
の
防
災
力
向

上
の
た
め
、
自
主
防
災
組
織
の
設
立
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

町
・
県
で
は
、
自
主
防
災
組
織
の
活
動

が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
各
種
の
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

菊
陽
町
消
防
団
お
よ
び
菊
陽
町
で
は
消
防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
員
は
全
国
的
に
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、
地
域
の
総
合
防
災
力
の
重
要
な

基
盤
と
な
る
消
防
団
員
の
確
保
は
、
地
域
住
民
の
安
全
安
心
に
と
っ
て
不
可
欠
な

も
の
で
す
。

▲会議ではさまざまな意見が出されました

　今月11日で東日本大震災の発
生から１年を迎えます。東北地方
から関東地方の太平洋側の沿岸部
で発生した大規模地震は、津波・
火災・原子力発電所の事故を引き
起こし、多くの人の尊い命が犠牲
となり、今なお行方不明の人がい
ます。
　私たちの住んでいる菊陽町でも、
いつどこで大規模災害が発生する
か分かりません。身近な家庭・地
域・職場などで防災について話し
合い、避難場所の確認や非常用持
出品の準備、点検をしておきま
しょう。

身近なところから
防災について話し合いを
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東
日
本
大
震
災
の

　

被
災
自
治
体
へ
の
人
的
支
援
報
告

増永　純一　主事
商工振興課所属

６月13日から24日まで
の12日間、東松島市で
生活再建支援制度の受付
業務に携わる

月額
所得

同居者控除

（非同居者）扶養控除

老人扶養控除

特定扶養親族控除

一般障害者控除

特別障害者控除

寡婦・寡夫控除

38万円

38万円

10万円

25万円

27万円

40万円

27万円以内

158,000円以下 214,000円以下

町
営
住
宅
「
原
水
」
と
「
光
団
地
」
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

入
居
を
希
望
す
る
人
は
必
要
書
類
を
用
意
し
、
建
設
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

４
月
か
ら
の

問 

建
設
課　

管
理
係　

☎（
２
３
２
）２
１
１
５

募集
■
受
付
期
間

３
月
７
日（
水
）〜
３
月
14
日（
水
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
を
除
く
）

■
公
開
抽
選
会　

３
月
16
日（
金
）　

午
前
９
時

■
抽
選
会
場　

　

役
場
建
設
課
前
会
議
室（
別
館
２
階
）

■
入
居
時
期　

４
月
上
旬
頃

■
申
込
資
格　

　

次
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
人
。

○
町
内
に
住
所
登
録
ま
た
は
勤
務
先
が
あ

る
人

○
市
町
村
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

○
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
人

　
（
１
人
で
は
入
居
で
き
ま
せ
ん
。た
だ
し
、

昭
和
31
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人
な
ど
は
単
身
で
も
入
居
で
き
ま
す
）

○
世
帯
の
収
入
が
公
営
住
宅
法
で
定
め
る

収
入
基
準
内
で
あ
る
こ
と

○
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
で
あ
る
こ
と

○
世
帯
の
中
に
暴
力
団
員
が
１
人
も
い
な

い
こ
と

■
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類　

　

昨
年
11
月
に
応
募
し
た
人
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

❶
町
営
住
宅
入
居
申
込
書（
建
設
課
で
随

時
配
布
）

❷
住
民
票
謄
本（
入
居
予
定
者
全
員
分
の

本
籍
、
続
柄
が
記
載
さ
れ
た
も
の
）

❸
平
成
23
年
度
市
町
村
県
民
税（
所
得
・

課
税
）証
明
書（
入
居
予
定
者
全
員
分
の

所
得
が
分
か
る
書
類
）

❹
滞
納
の
な
い
証
明
書（
入
居
予
定
者
で

課
税
対
象
者
全
員
分
）

❺
そ
の
他
証
明
書（
婚
約
証
明
書
、
障
害

者
手
帳
な
ど
の
写
し
な
ど
）

❻
勤
務
証
明
書（
町
外
の
人
で
菊
陽
町
に

勤
務
先
が
あ
る
人
）

■
申
込
方
法

　

必
要
書
類
な
ど
を
完
備
し
、
建
設
課
管

理
係
へ
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
受
付

期
間
厳
守
で
お
願
い
し
ま
す
。
必
要
な
書

類
全
て
が
受
付
期
間
内
に
提
出
さ
れ
た
場

合
の
み
受
け
付
け
ま
す
。

■
入
居
決
定
後
の
手
続
き

　

入
居
決
定
後
、
原
則
と
し
て
10
日
以
内

（
町
が
指
定
す
る
日
ま
で
）に
、
次
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

⑴
敷
金（
家
賃
３
カ
月
分
相
当
額
）の
納
付

⑵
町
が
適
当
と
認
め
る
連
帯
保
証
人
が
連

署
し
た
請
書（
契
約
書
）の
提
出
な
ど

※

正
当
な
理
由
が
な
く
、
期
間
内
に
入
居

の
手
続
き
を
し
な
い
場
合
、
入
居
決
定

は
取
り
消
し
と
な
り
ま
す
。 

■収入基準

原則階層の場合 裁量階層（※）の場合

控除の種類 控除額

１

２

原水

光団地

E-102

4-202

原水2137

原水846

平成20年

平成24年

２ＤＫ
１階

２ＤＫ
２階

58.50
㎡

50.00
㎡

22,100 ～
43,300円

19,100 ～
37,400円

１台分のみ
１カ月 1,000円

１台分のみ
１カ月 1,000円

耐火構造
２階建

木造
２階建

募集する町営住宅　　　※申し込みは 1世帯 1戸限りです。

番
号 住宅名

部屋
番号

間取
階層

所在地 面積 月額家賃 駐車場料 建設年度 構造

　

私
は
、
熊
本
県
災
害
派
遣
チ
ー
ム
の
第

14
陣
と
し
て
６
月
13
日
か
ら
12
日
間
に
わ

た
り
、
宮
城
県
東
松
島
市
で
、
生
活
再
建

支
援
制
度
の
申
請
受
付
と
相
談
業
務
を
行

い
ま
し
た
。
現
地
の
状
況
は
、
震
災
後
約

３
カ
月
が
た
ち
、
仮
設
住
宅
の
建
設
や
が

れ
き
撤
去
な
ど
が
進
ん
で
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
線
路
上
に
は
電
車
が
残
さ
れ
、
ま

た
、
建
物
の
上
に
は
船
が
乗
り
上
げ
、
特

に
沿
岸
部
は
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
、
言

葉
を
失
う
ほ
ど
悲
惨
な
状
況
で
し
た
。

　

市
職
員
の
人
か
ら
震
災
の
状
況
を
伺
う

と
、
職
員
自
身
も
被
災
し
て
い
る
中
で
不

眠
不
休
で
の
業
務
を
さ
れ
、
身
体
的
に
も

精
神
的
に
も
疲
れ
切
っ
て
い
る
の
が
見
て

と
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
私
が
派
遣
さ
れ
た
６
月
18
日
は
、

震
災
発
生
後
１
０
０
日
目
と
い
う
節
目
を

迎
え
、
東
松
島
市
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
、
災

害
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福

が
祈
ら
れ
る
と
と
も
に
、
復
興
に
向
け
て

の
新
た
な
決
意
が
な
さ
れ
た
と
市
職
員
の

人
か
ら
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

業
務
当
初
は
、
家
も
身
内
も
失
っ
た
被

災
者
の
方
々
は
、
12
日
間
の
支
援
活
動
を

終
え
、
熊
本
に
帰
れ
ば
何
不
自
由
の
な
い

生
活
に
戻
れ
る
私
た
ち
を
ど
う
思
う
の
か
、

信
頼
し
て
も
ら
え
る
の
か
、
役
に
立
っ
て

い
る
の
か
自
信
を
持
て
ず
に
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
気
持
ち
の
中
、
業
務
最
終

日
、
被
災
者
の
方
々
か
ら
、「
遠
方
よ
り

縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
こ
の
土
地
で
支
援
活

動
を
し
て
く
だ
さ
り
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
も
頑
張
る
の
で
あ
な

た
た
ち
も
頑
張
っ
て
ね
」
と
、
目
に
涙
を

浮
か
べ
な
が
ら
お
礼
の
言
葉
を
掛
け
て
い

た
だ
き
、
逆
に
励
ま
さ
れ
る
と
同
時
に
胸

に
つ
か
え
て
い
た
も
の
が
と
れ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
し
た
。

　

被
災
地
の
１
日
も
早
い
復
興
を
願
い
、

私
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
そ
し
て
行
動

し
、
災
害
支
援
で
の
経
験
を
今
後
の
業
務

に
生
か
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

町営住宅の入居者募集は、「広報きくよう」や町ホームページでお知らせしますが、詳しい情報はお尋ねください。

パークアンドライドでエコ通勤を始めませんか
バスや電車を利用して安全・安心・楽々通勤

　熊本都市圏協議会では、中心市街地への移動手段を
自動車から公共交通機関に転換し、交通渋滞の緩和を
図るため、熊本都市圏内にある９カ所のパークアンド
ライド施設の利用者増加を呼びかけています。
　町内では、ゆめタウン光の森がパークアンドライド
駐車場になっています。
　駐車場利用料金や利用条件など詳しくはお尋ねくだ
さい。

問 ゆめタウン光の森　☎（233）2211　問熊本都市圏協議会　☎（328）2031

① 辻久保バス停
　（熊本電鉄バス）

② 御代志駅
 （熊本電鉄）

③ 黒石駅
　（熊本電鉄）

④ 新須屋駅
 （熊本電鉄）

⑤ 北熊本駅
　（熊本電鉄）

⑦ 西部車庫 
（九州産交バス）

⑧ 中の瀬車庫
　（熊本バス）

⑨ イオンモール熊本
　（熊本バス）　

⑥ ゆめタウン光の森
　（ＪＲ豊肥本線）

エコ
通勤

バス
電車

学校
会社駐車場自宅

自宅から
マイカーで出発

パークアンドライド
駐車場に駐車します

バス・電車で
目的地へ

目的地に到着

パークアンドライドとは

※裁量階層
…身体障がい者や小学校未就学児がいる場合や
　全員が60歳以上の場合など

○収入の算出方法

収入（月額）＝（入居しようとする世帯全員の
年間総所得金額－控除額）÷12カ月

○控除額
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日
本
人
の
死
因
の
約
６
割
を
占
め
る
生

活
習
慣
病（
が
ん
、
心
疾
患
、
脳
血
管
疾

患
な
ど
）は
、
症
状
が
出
に
く
く
、
ま
た
、

症
状
が
あ
っ
て
も
見
逃
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
自
分
の
大
切
な
体
の
健
康
を
守
る
た

め
、
早
期
発
見
の
た
め
に
、
年
に
１
回
ぜ

ひ
健
診
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
は
、
対
象
者
に
健
診
の
案
内
と
申

込
書
を
３
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。
対
象

者
で
、
通
知
が
届
い
て
い
な
い
人（
転
入

者
な
ど
）
は
、
健
康
・
保
険
課
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　

40
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
と

後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者

■
申
込
期
限　

３
月
30
日（
金
）

　

そ
の
他
、
町
が
実
施
す
る
各
種
健
康
診

査
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め
て
ご
案
内
し

ま
す
。
ま
た
、
今
月
全
世
帯
に
配
布
す
る

「
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
」
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

健
康
・
保
険
課　

保
健
予
防
係　

☎（
２
３
２
）４
９
１
２

健診 予防
接種

　

町
で
は
、「
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
の
助
成
事
業
」
を
平
成
24
年
度
も
継
続

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在（
平
成
23
年
度
）高
校
１
年
生
相
当

の
年
齢
で
、
平
成
23
年
度
中（
平
成
24
年

３
月
31
日
ま
で
）に
１
回
以
上
接
種
し
た

人
に
限
り
、
平
成
24
年
度
も
接
種
費
用
を

助
成
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
対
象
年
齢
の
う
ち
一
度
も

受
け
た
こ
と
の
な
い
人
で
接
種
を
希
望
す

る
場
合
は
、
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
に

接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

■
接
種
回
数　

３
回（
初
回
接
種
か
ら
６

カ
月
後
に
完
了
と
な
り
ま
す
）

※

詳
細
は
、
医
療
機
関
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
接
種
場
所

　

予
防
接
種
だ
よ
り
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
る
医
療
機
関

■
注
意
点

　

こ
の
予
防
接
種
は
予
防
接
種
法
に
基
づ

か
な
い
「
任
意
接
種
」
で
す
。
接
種
す
る

と
き
に
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
と
副
反
応

に
つ
い
て
十
分
に
理
解
し
、
接
種
す
る
か

ど
う
か
判
断
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
24
年
４
月
以
降
の
対
象
者
や
助
成

費
用
な
ど
に
つ
い
て
は
「
広
報
き
く
よ

う
」
４
月
号
で
ご
案
内
し
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
費
用
助
成

高
校
１
年
生
相
当（
平
成
７
年
４
月
２
日
〜
平
成
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）の
人
へ

問 

健
康
・
保
険
課　

保
健
予
防
係　

☎（
２
３
２
）４
９
１
２

総
合
健
康
診
査
と
特
定
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

大
切
な
体
の
健
康
を
守
る
た
め

募集

■応募方法
　履歴書（写真付き）、保育士証（写し）を午前９時から午後５時までの間に福祉課保育所係へ提出してください。な
お、提出時に面接も行いますので、事前にご連絡の上お越しください。
　４月以前の勤務を希望する人も募集しています。詳しくはお問い合わせください。

役場・町立保育所で勤務する臨時職員を募集します

問 福祉課　保育所係　☎（232）4913

職種

一般保育勤務

延長保育勤務

土曜保育勤務

勤務時間

８:30～ 17:15

15:00 ～ 19:00

８:30 ～ 17:15

募集人数

６人程度

１人程度

２人程度

賃金日額

7,200円

3,600円

7,200円

雇用保険

有

有

無

社会保険

有

無

無

通勤手当

無

無

無

問 

農
政
課　

農
政
係　

☎（
２
３
２
）４
９
１
６

届出

森
林
の
所
有
者
届
出
制
度
が
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
す

森
林
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　

昨
年
４
月
の
森
林
法
改
正
に
よ
り
、
今

年
４
月
以
降
、
森
林
の
土
地
の
所
有
者
と

な
っ
た
人
は
市
町
村
長
へ
の
事
後
届
出
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

■
対
象
者　

　

個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
売
買
や
相
続

な
ど
に
よ
り
森
林
の
土
地
を
新
た
に
取
得

し
た
人
は
、
面
積
に
か
か
わ
ら
ず
届
け
出

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
土
地
売
買
契

約
の
届
け
出
を
提
出
し
て
い
る
人
は
対
象

外
で
す
。

■
届
出
期
間　

　

土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら
90
日

以
内
に
、
取
得
し
た
土
地
の
あ
る
市
町
村

長
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
届
出
事
項

　

届
出
書
に
は
、
届
出
者
と
前
所
有
者
の

住
所
、
氏
名
、
所
有
者
と
な
っ
た
年
月
日
、

所
有
権
移
転
の
原
因
、
土
地
の
所
在
場
所
・

面
積
、
土
地
の
用
途
な
ど
を
記
載
し
ま
す
。

添
付
書
類
と
し
て
、
登
記
事
項
証
明
書

（
写
し
も
可
）ま
た
は
土
地
売
買
契
約
書
な

ど
権
利
を
取
得
し
た
こ
と
が
分
か
る
書
類

の
写
し
、
土
地
の
位
置
を
示
す
図
面
が
必

要
で
す
。

※

詳
細
は
所
有
者
と
な
っ
た
土
地
が
あ
る

市
町
村
の
林
務
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問 

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
活
再
生
相
談
室　

☎（
２
４
３
）２
１
０
０

多重
債務

借
金
問
題
は
必
ず
解
決
で
き
ま
す

熊
本
県
多
重
債
務
者
生
活
再
生
支
援
事
業

生
活
再
生
相
談

　

相
談
者
ご
と
に
、
家
計
の
現
状
を
確
認

し
た
上
で
家
計
簿
を
作
成
し
、
具
体
的
な

解
決
方
法
に
向
け
た
助
言
と
生
活
再
生
に

向
け
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
債
務
整
理
の
説
明
と
提
案
を
行
い
、

法
律
専
門
家
に
よ
る
相
談
な
ど
が
必
要
な

場
合
、相
談
員
も
同
行
・
支
援
を
行
い
ま
す
。

生
活
再
生
貸
付

■
内
容　

債
務
整
理
後
ま
た
は
債
務
整
理

中
の
一
時
的
に
発
生
し
た
生
活
資
金
の

不
足
に
対
す
る
貸
付
け

■
対
象
者　

生
活
再
生
に
意
欲
が
あ
り
、

返
済
能
力
が
あ
る
人（
事
業
用
資
金
は

対
象
外
）

■
貸
付
条
件

・
貸
付
限
度
額　

１
５
０
万
円
以
下　
　

・
貸
付
利
率　
　

年
９
・
５
％

・
償
還
期
間　
　

５
年
以
内

■
生
活
サ
ポ
ー
ト　

生
活
再
生
貸
付
の
利

用
者
に
、
償
還
ま
で
の
期
間
、
家
計
簿

チ
ェ
ッ
ク
や
家
計
相
談
な
ど
の
生
活
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

保育士募集

保育士

勤務日

月～金

月～金

土のみ

■採用者数　１人
■勤務地　　福祉課
■受付期限　３月15日（木）
■任用期間　４月１日～平成25年３月31日
■備考　雇用保険あり、社会保険あり、通勤手当なし

問 福祉課　福祉係　☎（232）4913

職種 勤務時間

８:30～ 17:15
（週５日）
※土日祝日は除く

応募条件

○普通自動車免許を有すること
　（ＡＴ限定も可）
○パソコンが使えること

賃金日額

7,360円
（看護師7,200円）

保健師（看護師）募集

保健師
（看護師可）

勤務内容

障がい者相談業務
障害程度区分認定調査

■応募方法　履歴書と保健師または看護師免許（写し）
を福祉課に持参または郵送してください。
■面接日　３月26日（月）　
　　　　　場所および時間は直接連絡します。
■応募書類送付先    
　〒869‒1192　菊陽町役場　福祉課　福祉係

■採用者数　各１人
■勤務地　健康・保険課
■受付期限　３月15日（木）
■任用期間　４月２日～９月29日
　　　　　　（再任用の可能性あり）
■備考　雇用保険あり、社会保険なし、通勤手当なし

問 健康・保険課　保健予防係　☎（232）4912看護師・保健師・事務補助募集

■応募方法　履歴書を健康･保険課に持参または郵送
してください。
※いずれも最終日は午後５時15分まで必着。
■面接日　３月26日（月）
　　　　　場所および時間は直接連絡します。
■応募書類送付先　〒869-1192
　菊陽町役場　健康・保険課　保健予防係

職種 勤務時間

８:30～ 17:15

応募条件賃金・勤務日数

日給：7,200円
※月16日以内

勤務内容

①健康診査業務
②健康相談業務
③母子保健業務
④データ入力業務など

看護師

１回３～４時間
程度

時給：900円
※月10日程度

①健康診査業務
②健康相談業務
③母子保健業務

８:30～ 17:15 日給：7,360円
※月16日以内

①健康診査業務
②健康相談業務
③母子保健業務
④データ入力業務など

保健師

８:30～ 17:15 日給：5,520円
※月16日以内

①母子保健事務補助
②健康診査事務補助など

事務補助

○資格免許証を有すること
○普通自動車免許を有すること（ＡＴ限定も可）
○パソコンでWord、Excel が使えること

○資格免許証を有すること
○普通自動車免許を有すること（ＡＴ限定も可）

○資格免許証を有すること
○普通自動車免許を有すること（ＡＴ限定も可）
○パソコンでWord、Excel が使えること

○普通自動車免許を有すること（ＡＴ限定も可）
○パソコンで文章作成や簡単な表計算ができ
　Word、Excel が使えること



地域の力、講座の成果を堂々と発表
菊陽町公民館大会

　菊陽町公民館大会が２月18・19日、図書館ホール
で行われ、大勢の人が来場しました。
　今年度の地域活動推進モデル公民館発表は、上津久
礼、新町、武蔵ヶ丘１町内が行い、それぞれ祭りやス
ポーツ大会などで地区住民同士の交流を図ったことな
どを発表しました。講座発表では、講座生が１年間の
講座の成果を生き生きと披露していました。また、ホ
ワイエには書道や写真など素晴らしい作品が展示され、
たくさんの人が鑑賞していました。

▲新町区の公民館活動発表

　菊陽町生活研究グループ連絡協議会の古田朱実会長
が講師を務める、牛乳を使った簡単料理講習会が２月
８日、白鈴園子育て支援サークル利用の親子を対象に、
ふれあいの森研修センターで行われました。
　食育講座の一環としたこの講習会には、10組の親
子が参加し、牛乳についての話を聞いた後、カッテー
ジチーズサラダとミルクピラフを作りました。
　参加した親子からは、「簡単でおいしい」「家でもま
た作ってみたい」と声が上がるほど好評でした。

親子で食育！牛乳を使った料理に挑戦！
白鈴園親子牛乳料理講習会

企業と事業者の交流が図られる
菊陽町企業・事業者交流促進研修会

　菊陽町企業・事業者交流促進研修会が１月19日、
図書館ホールで開催され、町内の企業・事業者などが
参加しました。
　第１部の研修会では、（有）オーケー企画代表の大浜
慶子さんが講演されました。参加者は、厳しい状況下
でどう対応すべきか、メモを取りながら真剣に聞き
入っていました。また、第２部の交流会は、さんふれ
あで開かれました。講師を交えて情報や意見の交換が
行われ、町内企業や事業者間の交流が図られました。

▲親子で楽しく料理に挑戦

▲（有）オーケー企画代表の大浜慶子さんの講演

日頃の講座の成果を発表
第７回南部町民センター講座発表会

▲健康体操

　南部町民センター講座発表会が１月22日、南部町
民センターで開催され、たくさんの地域住民や講座生
が参加しにぎわいました。講座生は日頃の学習や練習
の成果をステージ上で披露し、展示も素晴らしい作品
が会場いっぱいに並べられました。最後は恒例のお楽
しみ抽選会があり、盛会のうちに終了となりました。
　また、２月５日には武蔵ヶ丘コミュニティーセン
ターで、２月12日には東部町民センターでそれぞれ
センター祭が行われました。

「揚げな～い！馬か～にんじんコロッケ｣ がグランプリ
特産のニンジンと馬肉の料理コンテスト

　町特産のニンジンと馬肉を使用した料理コンテスト
が１月19日、町商工会館で行われ、熊本市の主婦、
後藤智香さんの ｢揚げな～い！馬か～にんじんコロッ
ケ｣ がグランプリに選ばれました。
　これは、町商工会が県と町の補助で実施している
｢地域商工業夢づくり応援事業｣ の一環として、町内
外から一般公募したもので、一次選考を通過した８品
の中から選ばれました。今後、町商工会加盟飲食店へ
レシピを紹介し、メニューに加わる予定です。

▲表彰される後藤智香さん

　600年以上続くとされる「お法使祭」の今昔写真集
が完成しました。同祭は、菊陽町、益城町、西原村の
各12地区を順次１年ごとに回る益城町津森神宮の附
属神事で、おみこしを次の地区に渡す途中の道や田畑
に投げ落とすということで広く知られています。今回、
同祭の正式な資料や写真が少なかったことから、津森
神社を中心に、関係地区から編集委員が集まり、写真
集を編さんしました。長く受け継がれる同祭を後世に
引き継ぐためにも、貴重な資料となります。

お法使祭の記録が本に
「お法使祭今昔写真集」完成

▲お法使祭　今昔写真集

海援隊がやって来た！ライブレポート
第19回さんさんコンサート

　１月、今年の冬は厳しい寒さになるとの報道が繰り
返し伝えられるなか、実行委員会のメンバーは、コン
サート当日の天候を心配しつつ、海援隊を迎える準備
に追われていました。
　１月30日、その日は風もなく穏やかな天気でしたが、
気温は上がらず厳しい寒さ。しかし、開場前から熱心
なファンをはじめ、多くのお客様が寒さなど気にする
様子もなく、列をつくりはじめていました。
　午後５時30分、開場を待ちわびたお客様が次々と
お目当ての席に急ぎます。人気はやはり前の席。間近
で生の海援隊を見たいですからね。この日は478人の
お客様がお越しになりました。
　午後６時30分、いよいよ ｢海援隊トーク＆ライブ｣
が幕を開けました。優しく響くギターの弦、声が波動
となって伝わる瞬間、手を伸ばせば届きそうなステー
ジ。これぞライブの醍醐味！ですよね。
　歌あり、トークありの２時間。会場全体が、武田鉄
矢さんのユーモアに富んだ語りと、｢贈る言葉｣や ｢母
に捧げるバラード｣ など全10曲に及ぶ名曲に酔いし

れ、あっという間に時間が過ぎていきました。
　もう少し、この時間をみんなと一緒に楽しみたい・・。
その願いもかなわず、いよいよ終演。「また菊陽に来
るよ！」そう言い残してステージを去る３人に、惜し
みない拍手が送られました。
　｢絆｣―2011年「今年の漢字」に選ばれたのはこの
漢字でした。これまで海援隊が伝えてきたのは日本人
の心の文化、そして、人とのつながり ｢絆」だったの
だと、あらためて気付かされたステージでした。

▲左から千葉和臣さん、武田鉄矢さん、中牟田俊男さん

だい ご　み

▲講座の成果を披露▲竹細工の展示 ▲グランプリ作品

Kikuyo Topics ま ち のわだい
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I N F O R M A T I O N 情 報 掲 示 板※費用については、自己負担があるもののみ掲載しています。

け
る
こ
と
に
よ
り
、
経
済
的
、
精
神
的
負
担

を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

▼
対
象
者　

母
子
家
庭
な
ど

▼
貸
付
資
金
の
種
類　

就
学
支
度
資
金
、
修
学
資
金
、
生
活
資
金
、

就
職
支
度
資
金
、
転
宅
資
金
な
ど

※

貸
付
申
請
の
際
は
事
前
に
相
談
が
必
要
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

県
菊
池
福
祉
事
務
所　

福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
０
９
６
８（
２
５
）０
６
８
９

　

現
在
就
職
先
を
お
探
し
の
人
は
、
履
歴
書

な
ど
を
用
意
し
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

３
月
16
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
　
（
受
付
：
正
午
〜
）

▼
場
所　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
熊
本（
合
志
市
）

▼
参
加
者

　

企
業
40
社
・
求
職
者
３
０
０
人（
予
定
）

※

履
歴
書
を
複
数
枚
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

　
　
　
　
　

☎
０
９
６
８（
２
４
）８
６
２
５

　

平
成
24
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
加

入
受
付
が
３
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
万
一
の

け
が
に
備
え
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象　

団
体
活
動
を
行
う
５
人
以
上
の
人

▼
内
容　

団
体
で
の
活
動
中
や
団
体
活
動
へ

の
往
復
中
の
事
故
を
補
填
し
ま
す（
傷
害

保
険
・
賠
償
責
任
保
険
・
突
然
死
葬
祭
費

用
保
険
な
ど
）。

▼
掛
金　

中
学
生
以
下
は
８
０
０
円
か
ら
、

高
校
生
以
上
は
活
動
内
容
に
よ
っ
て
金
額

が
異
な
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
熊
本
県
支
部　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
１
３
）９
０
１
５

　

県
で
は
、
夜
間
の
子
ど
も
の
急
な
病
気
や

ケ
ガ
に
対
す
る
保
護
者
の
不
安
を
解
消
す
る

た
め
、
夜
間
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

（
看
護
師
ま
た
は
必
要
に
応
じ
て
小
児
科
医

が
対
応
）。
応
急
処
置
法
や
受
診
可
能
な
医

療
機
関
に
つ
い
て
の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
時
間　

午
後
７
時
〜
午
前
０
時

▼
電
話
番
号　

♯（
シ
ャ
ー
プ
）８
０
０
０
番

※

ダ
イ
ヤ
ル
回
線
、Ｉ
Ｐ
回
線
お
よ
び
光
電

話
の
場
合
は
☎（
３
６
４
）９
９
９
９

▼
問
い
合
わ
せ

　

県
医
療
政
策
課　

☎（
３
３
３
）２
２
４
６

　

熊
本
県
の
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

▼
地
域
別
最
低
賃
金（
時
間
額
）

　

熊
本
県
最
低
賃
金　

６
４
７
円

　
（
平
成
23
年
10
月
20
日
か
ら
）

▼
産
業
別
最
低
賃
金（
時
間
額
）

❶
電
気
機
械
器
具
製
造
業　
　

７
０
４
円

❷
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業　

７
５
３
円

❸
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー　

６
９
８
円

　
（
❷
・
❸
は
平
成
23
年
12
月
15
日
か
ら
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
５
５
）３
２
０
２

▼
申
込
期
限　

４
月
４
日（
水
）

▼
体
験
練
習　

３
月
31
日（
土
）　

午
前
10
時

※

雨
天
の
場
合
は
中
止

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

菊
陽
町
サ
ッ
カ
ー
協
会
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ

カ
ー
ス
ク
ー
ル
事
務
局（
山
﨑
）

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）２
１
１
１

　

社
会
の
担
い
手
と
し
て
知
識
と
経
験
を
生

か
し
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
生
き
生
き

と
就
業
す
る
高
齢
者
の
皆
さ
ん
を
募
集
し
ま

す
。

▼
応
募
条
件　

町
内
在
住
で
お
お
む
ね
60
歳

以
上
の
働
く
意
欲
の
あ
る
健
康
な
人
で
、

セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
に
賛
同
で
き
る
人
。

▼
申
込
方
法　

セ
ン
タ
ー
に
あ
る
入
会
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
理
事
会
の
承
認
後
に
年
会
費
を
納
め
る

と
会
員
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
）

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
の

所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

廃
車
手
続
き
を
済
ま
せ
ず
に
放
置
し
て
い

る
場
合
、
ま
た
は
他
人
に
譲
渡
し
た
が
名
義

変
更
の
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
場
合
は
、

課
税
の
通
知
が
届
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

廃
車
、
名
義
変
更
手
続
き
を
お
早
め
に
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
他
市
区
町
村
か
ら
菊
陽
町
に
転
入

し
た
人
で
、
登
録
住
所
が
旧
住
所
の
ま
ま
に

な
っ
て
い
る
場
合
は
、
住
所
変
更
の
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
車
種
に
よ
り
手
続
き
を
す
る
場
所

が
異
な
り
ま
す
の
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

住
民
税
係

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）４
９
１
１

　

菊
陽
北
小
校
区
の
各
地
区
と
ふ
れ
あ
い
の

森
研
修
セ
ン
タ
ー
講
座
生
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ

発
表
を
桜
の
咲
く
野
外
で
行
い
ま
す
。
そ
の

他
、
講
座
生
の
作
品
展
示
や
バ
ザ
ー
、
お
楽

し
み
抽
選
会
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時　

３
月
31
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

▼
場
所　

ふ
れ
あ
い
の
森
公
園
・
ふ
れ
あ
い

の
森
研
修
セ
ン
タ
ー

※

雨
天
の
場
合
は
菊
陽
北
小
学
校
体
育
館

▼
問
い
合
わ
せ　

ふ
れ
あ
い
の
森
さ
く
ら
祭
実
行
委
員
会
事

務
局　
　
　
　
　

☎（
２
３
３
）１
０
８
０

▼
日
時　

３
月
７
日（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

▼
場
所　

武
蔵
ヶ
丘
児
童
館

▼
講
師　

岸　

信
子
さ
ん

▼
内
容　

演
題
「
な
り
た
い
お
母
さ
ん
」

▼
対
象
者　

幼
児
と
そ
の
保
護
者

▼
問
い
合
わ
せ　

西
部
町
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
３
８
）３
４
４
３

▼
日
時　

３
月
23
日（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

▼
場
所　

武
蔵
ヶ
丘
児
童
館

▼
対
象
者　

幼
児
と
そ
の
保
護
者
、
小
学
生

▼
問
い
合
わ
せ　

西
部
町
民
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
３
８
）３
４
４
３

　

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
の
曲
も
演
奏
し

ま
す
。

▼
日
時　

３
月
11
日（
日
）　

午
後
２
時
開
演

▼
場
所　

菊
陽
町
図
書
館
ホ
ー
ル

▼
内
容　
【
一
部
】シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
テ
ー

ジ　
【
二
部
】
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ス
テ
ー
ジ

【
三
部
】
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
ス
テ
ー
ジ

▼
問
い
合
わ
せ　

　

菊
陽
吹
奏
楽
団
事
務
局（
松
村
）

　
　
　
　

☎
０
９
０（
９
７
９
２
）６
４
８
６

　

母
子
お
よ
び
寡
婦
家
庭
に
資
金
を
貸
し
付

　月
　火
　水
　木
　金
土／日

健康情報健康情報
モ シ モ シ

３月の週間プログラム

自律神経失調症
夜、眠れない方へ
手のふるえ
口臭
手掌多汗症
間質性肺炎について

「第24回熊本県シルバースポーツ
交流大会」参加者募集

▼
日
時　

３
月
16
日（
金
）　

午
前
10
時

▼
場
所　

武
蔵
ヶ
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

セ
ン
タ
ー
ク
ラ
フ
ト
講
師

▼
対
象
者　

就
学
前
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

▼
材
料
費　

４
０
０
円

▼
持
参
物　

洗
濯
ば
さ
み
10
個
、
は
さ
み

▼
受
付
日　

３
月
５
日（
月
）　

午
前
10
時
〜

▼
定
員　

16
組（
先
着
順
）

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

武
蔵
ヶ
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）５
６
９
７

　

光
の
森
キ
ャ
ロ
ッ
ト
保
育
園

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
３
）０
０
９
８

▼
日
時　

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

▼
内
容　

季
節
の
行
事
、制
作
、読
み
聞
か
せ
、

音
楽
リ
ズ
ム
、
食
育
活
動
な
ど

▼
対
象
者　

平
成
24
年
４
月
１
日
で
、
２
歳

以
上
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

▼
定
員　

50
組

▼
受
付
期
限　

３
月
26
日（
月
）

▼
申
込
方
法　

武
蔵
ヶ
丘
児
童
館
窓
口
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

西
部
町
民
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
３
８
）３
４
４
３

▼
日
時　

４
月
４
日（
水
）か
ら

　
　
　
　

毎
週
水
曜
日（
全
５
回
）

▼
場
所　

菊
陽
町
図
書
館　

視
聴
覚
室

▼
対
象
者　

１
歳
〜
３
歳
児
ま
で
の
親
子

▼
費
用　

受
講
料　
　
　

５
０
０
円（
１
組
）

　
　
　
　

保
険
料　

２
，
６
５
０
円（
親
子
）

▼
定
員　

15
組（
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

▼
申
込
期
限　

３
月
23
日（
金
）

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

生
涯
学
習
課　

体
育
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）４
９
１
７

▼
期
間　

４
月
28
日（
土
）か
ら
原
則
毎
週
土

曜
日　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所　

さ
ん
さ
ん
公
園
ス
ポ
ー
ツ
広
場

▼
対
象
者　

町
内
の
小
学
１
〜
３
年
生

▼
定
員　

❶
新
１
年
生
10
人
程
度
❷
新
２
年

生
５
人
程
度
❸
新
３
年
生
５
人
程
度

▼
参
加
費　

年
額
１
５
，
０
０
０
円（
保
険

料
、
登
録
料
、
会
場
使
用
料
な
ど
）

▼
受
付　

３
月
15
日（
木
）か
ら

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
平
日
の
み
）

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　
（
公
社
）菊
陽
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）６
２
７
６

　

Ｊ
Ｆ
Ａ（
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
）公
認
ラ
イ

セ
ン
ス
取
得
の
ス
タ
ッ
フ
が
、
年
間
を
通
し

て
各
年
代
に
必
要
な
ス
キ
ル
を
指
導
す
る

サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時　

３
月
16
日（
金
）　

午
後
８
時

▼
場
所　

中
央
公
民
館　

視
聴
覚
室

▼
対
象
者　

町
内
在
住
の
小
学
新
１
〜
６
年

生
の
保
護
者

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

菊
陽
町
体
育
協
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
３
）１
５
２
０

●
募　
　

集
●

▼競技種目（16種目）
ラージボール卓球、テニス、ソフトテニス、
ソフトボール、ゲートボール、ペタンク、ゴ
ルフ、健康マラソン、弓道、剣道、グラウンド・
ゴルフ、なぎなた、太極拳、ソフトバレーボー
ル、サッカー、ダンススポーツ

▼競技会場
　熊本県民総合運動公園　他４会場

▼日程　５月10日（木）～５月22日（火）

▼参加資格
県内在住者で、平成25年４月１日時点で 60
歳以上の人（昭和28年４月１日以前に生まれ
た人）
※健康マラソン女子は50歳代の人も参加でき
ます。

▼参加費　個人競技は１人500円
　団体競技は種目により金額が異なります。

▼募集期限　３月22日（木）

▼申込方法　介護保険課介護予防係にあるパン
フレットでお申し込みください。

▼問い合わせ
　財団法人 熊本さわやか長寿財団
　生きがい推進課　☎（354）3083

●
お
知
ら
せ
●

原
付
・
軽
自
動
車
の
登
録
変

更
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

家
庭
教
育
講
演
会

ベ
ビ
ー
＆
マ
ミ
ー
ビ
ク
ス

受
講
生
募
集

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

第
５
回
ふ
れ
あ
い
の
森

さ
く
ら
祭

マ
マ
の
休
日「
エ
コ
バ
ス
ケ
ッ
ト
」

〜
自
分
だ
け
の
手
作
り
品
を
〜

平
成
24
年
度
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

平
成
24
年
度「
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ

カ
ー
ス
ク
ー
ル
」生
徒
募
集

菊
陽
吹
奏
楽
団

第
28
回
定
期
演
奏
会

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

「
就
職
面
接
会
」

小
児
救
急
電
話
相
談
事
業

武
蔵
ヶ
丘
児
童
館　

朝
の
幼
児
親
子
活
動
会
員
募
集

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

使
用
者
も
、
労
働
者
も

母
子
・
寡
婦
福
祉
資
金

貸
付
制
度

平
成
24
年
度
サ
ッ
カ
ー
ス

ク
ー
ル
生
徒
募
集
説
明
会３８５-３３００熊本県保険医協会

ホームページ　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｋｈｋ‐ｄｒ．ｊｐ

モシモシ健康情報テレフォンサービスは、本年３月
をもって終了することになりました。
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子育てひろば子育てひろば子育てひろば子育てひろば
●●●菊陽町地域子育て支援事業●●●ほんの森ほんのほんの森

菊陽町図書館だより

～菊陽町地域子育て支援センター～
（白鈴園内）　☎２３２－４２８０

 ～つどいの広場ぴーす～（ふれあい交流・福祉支援センター）☎３３７－６８３０

 ～ミニキャロットくらぶ～
菊陽町地域子育て支援センター

（光の森キャロット保育園内）☎２３３－００９８

新しく届いた本

図書館 ☎２３２-０４０４　　図書館ホール ☎２３２-７７５６
ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｋｉｋｕｙｏ-ｌｉｂ．ｊｐ問い合わせ

☆主催者の都合により内容変更の場合があります。
☆図書館駐車場が満車の際は、隣接する公園の駐車場をご利用ください。
☆練習・リハーサルなどは掲載していません。

平成24年10月分のホール予約を、平成24年４月10日（火）の午前９時30分から受付開始します。
調整会議（抽選会）を行いますので、時間までにお集まりください（認印をご持参ください）。

７日（水）　身体測定
14日（水）　お別れ会（要予約）
23日（金）　誕生会（要予約。カード・写真準備します）
※毎週月曜日は、絵本の読み聞かせを行っています。

今月のプログラム●利用時間　月・水・金曜日（祝日を除く）
　　　　　　午前10時～午後４時
●利 用 料　一家族　100円

おおむね３歳未満の児童と保護者が対象です。いつでも好きな時間に利用できます。子どもと一緒に遊んだり、
お母さん同士の情報交換にご利用ください。

開館時間　月・水・金・土・日／午前10時～午後6時
　　　　　木／午前10時～午後8時
休 館 日　毎週火曜日・毎月第3水曜日（館内整理日）
　　　　　年末年始（12月28日～1月3日まで）
　　　　　特別整理期間（年1回）

ズルい仕事術

だんじり母ちゃんとあかんたれヒロコ

体制維新－大阪都

お母さんは命がけであなたを産みました

僕のお父さんは東電の社員です

ディズニーそうじの神様が教えてくれたこと

夢をかなえる。

極北ラプソディ

加藤清正虎の夢見し

ヴァニティ

おはなし会のお知らせ
場所：おはなしのへや

日  曜 開場 開演 終演 入場方法 対象者

0歳～就学前の子どもさんと保護者対象。親子で楽し
む体験活動や、子育て相談など、参加費は無料です。

※保育室や園庭で遊べます。事前にご連絡を！
　月～土曜日（園行事開催日や休日を除く）
　午前９時～午後２時

園　開　放

※一人で悩まないで、気軽にご相談ください。
　月～金曜日（園行事開催日や休日を除く）
　午前10時～午後４時

キャロットランド　午前１０時～正午
※お茶の準備をしております。マイコップをご持参ください。

プログラム日にち・場所

育 児 相 談

勝間和代／著　　ディスカヴァ－・トゥエンティワン

コシノヒロコ／著　　マガジンハウス

橋下徹／著・堺屋太一／著　　文藝春秋

内田美智子／著　　青春出版社

毎日小学生新聞／編・森達也／著　　現代書館

鎌田洋／著　　ソフトバンククリエイティブ

澤穂希／著　　徳間書店

海堂尊／著　　朝日新聞出版

津本陽／著　　幻冬舎

唯川恵／著　　光文社

菊陽町図書館ホール　平成24年３月 催し物
14日（水）

菊陽杉並木公園さんさん
（雨天時は管理棟）

【ぷち☆マラソン大会】 
※春に向けて、楽しく体を動かしましょ♪
　帽子・防寒着をご準備ください。

【ママの休日】先着16組限定！
※エコバスケット作り　材料費400円
　３/５（月）午前10時電話予約開始です。

16日（金）
武蔵ヶ丘コミュニティセンター

10 土

24 土

３ 土

〈平成24年２月13日現在確定分〉

第31回菊陽町人権教育研究大会
人権のまち菊陽フェスタ

催し物 主催者
どなたでも

20 火

　 図書館からのお知らせ 　

無料菊陽町役場人権教育・啓発課
（☎232-2113）

18 日

16:0012:30 13:00

入園前の親子（0～6歳）·妊婦さんは、いつでも無料で
参加できます。
※駐車場に限りがありますので乗り合わせてお越しください。

○陽だまり（白鈴園）
　月～金曜日（休日を除く）午前９時～午後２時
※月始め1週間は、陽だまりで身体測定ができま
　す。お気軽にお越しください。
○あいあい（ふれあいの森研修センター）
　火曜日（休日を除く）午前10時～午後1時
○ゆっくりーむ（白菊園）
　金曜日（休日を除く）午前10時～午後1時

ハローサークル　午前10時～正午

ハロールーム 問い合わせ…☎２３２－４２８０

園 庭 開 放

育 児 相 談

【ひなまつり会】
※おひなさまとおだいりさまになって、にこにこ
　ポーズ！
※かわいいひな人形も作ります。

21日（水）
老人福祉センター

７日（水）
白鈴園（陽だまり）

２日（金）
老人福祉センター

９日（金）
南部町民センター

【育児講座：ベビーマッサージ】（要予約）
講師：吉武　千鶴さん
生後７カ月くらいまでの乳児と保護者対象。
※定員15組。３/８（木）午前10時から受付開始。

【お楽しみ会】
※今年度最後のハローサークルです。
　親子でゲームやダンスで楽しいひとときを過ご
　しましょう。

プログラム月日・場所

町立保育所８園の園庭で遊べます。ケガがないよう
おうちの人とどうぞ。
　月～金曜日（園行事開催日や休日を除く）
　午前９時30分～正午

　月～金曜日（園行事開催日や休日を除く）
　午前10時～午後５時

★朝のおはなし会（おはなしの森さんさん）
　毎月第１・２水曜日 午前11時～午前11時30分
　（３月７・14日、４月４・11日）  
★夕方のおはなし会（図書館職員）
　毎週木曜日　午後５時～午後５時30分
　（３月１・８・15・29日）
★日曜のおはなし会（おはなしの森さんさん）
　毎月第２・４日曜日　午後２時～午後２時30分
　（３月11・25日、４月８日）
★春のスペシャルおはなし会
　３月22日（木）　午後５時～午後５時30分
　場所：視聴覚室

お問い合わせください

16:3013:00 13:30

ミニキャロット　午前9時～午後2時 光の森キャロット保育園
プログラムベビー＆マタニティー

プログラム0・1歳 2歳以上

【はじめまして☆BABYちゃん】
※初めての人も気軽にキャロットデビュー♥

【春ルンルン♥製作遊び】
※のり・はさみ・クレヨンをご準備ください。

９日（金）

４/13（金）

６日（火）

【デコ☆写真立て作り～後半～】先着20組
※お気に入りの写真を2・3枚、お持ちください。

※お誕生会に参加するお誕生月の人は６日に誕生カード作
　りをしますので、参加してくださいね。

【春の遠足☆ちびっこ広場】雨天中止
※運動公園に午前10時集合です！

８日（木）

13日（火）

21日（水）
【お別れ♥Party】雑草の森集合！
※入園・お引っ越しなどでお別れのお友達
　対象です♪ご予約をお待ちしています♪

【３月生まれのお誕生会】
※誕生月の人はお早めにお申し込みください。

４/10（火） 【はじめまして☆ゲームであそぼ！】
※初めての人も気軽にキャロットデビュー♥４/12（木）

【誕生会】要予約
※２月、３月生まれのお子さんで当日参加できる
　人は予約してください。

【ベビーの日】
１歳未満児と妊婦さん対象の集まりです
※白鈴園の子どもたちと一緒に遊ぼう。
　赤ちゃんの園生活の様子が分かります。

14日（水）
ふれあいの森研修センター

※行事申込は３/５（月）から受付ます（電話予約不可）。
※駐車場に限りがありますので、乗り合わせでお越し
ください。

どなたでも無料

どなたでも無料

どなたでも無料

11 日

どなたでも無料

関係者のみ

17 土

16:0013:00 13:30

16:0013:30 14:00

お問い合わせください

25 日

29 木

16:0013:00 13:30

16:0013:30 14:00

19:3016:30 17:00

関係者のみ

どなたでも無料

どなたでも無料

自衛隊入隊予定者合同激励会
菊陽吹奏楽団第28回定期演奏会

コンペ大会（社交ダンス）

熊本北高校創立30周年記念
ファミリーコンサート

武蔵ヶ丘中学校吹奏楽部定期演奏会
龍田中学校吹奏楽部定期演奏会
大津高校吹奏楽部定期演奏会

菊陽中部小学校合唱部
ワ・輪・和コンサート

菊陽町役場総務課（☎232-2111）

熊本県立熊本北高校（☎338-1110）

菊陽中部小学校（☎232-2001）

龍田中学校吹奏楽部（☎339-9965）

大津高校吹奏楽部（☎293-2751）

菊陽吹奏楽団
（紫藤さん　☎232-9157）

熊本県ボールルームダンス協会
（立石さん　☎090-4580-6437）

武蔵ヶ丘中学校吹奏楽部
（☎232-4110）

　菊陽町図書館では、サッカーＪ２：３月11日（日）のロアッソ熊本VSガイナーレ鳥取戦に合わせて、ガイナーレ
鳥取関連グッズを展示します。これは、当館が鳥取県立図書館と連携して、お互いの図書館で対戦相手の地域と
チームの紹介を行うものです。ガイナーレ鳥取の選手のサイン入りユニホームやボール、鳥取県の観光パンフレ
ットなどもあります。ＫＫＷＩＮＧへ応援に行く前に、ぜひ図書館にお立ち寄りください。
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「菊陽人りさーち」に掲載
を希望される人は、はがき
に「氏名」「年齢」「住所」「連
絡先（昼間）」を明記のうえ
〒869 -1192菊陽町役場総合
政策課「菊陽人りさーち」
係までお送りください。
注）掲載対象は、小学生以
上で菊陽町に居住している
人に限ります。親子、祖父
母と孫など２人１組での掲
載もできます。掲載が決ま
りましたら、こちらからご
連絡させていただきます。

菊陽人
りさーち

人 権のひろば
ゆ た か な 心 を は ぐ く む

子

ども
の目、子どもの声

問い合わせ
人権教育・啓発課
☎232-2113

人権
作文シリーズ
【№35】

菊
陽
句
会
報

菊
陽
句
会
報

菊
陽
句
会
報

短 

歌 

会

短 

歌 

会

短 

歌 

会

寄
せ
鍋
や
閉
ざ
せ
し
心
ほ
ぐ
れ
ゆ
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𠮷
野　
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苗
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飾
り
先
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の
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神 
井
上
久
美
子

静
も
れ
る
闇
の
余
韻
に
除
夜
の
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宮
川
ユ
キ
エ

万
両
や
生
れ
て
十
日
の
男
児
抱
く 

日
髙　

妙
子

職
決
ま
る
孫
晴
れ
や
か
に
屠
蘇
の
盃 

曽
我　

育
代

小
寒
や
ボ
ー
ル
飛
び
交
ふ
体
育
館 

曽
我
ト
モ
子

清
貧
の
年
月
重
ね
肥
後
雑
煮 

紫
藤　

祥
子

寒
稽
古
所
作
に
寸
分
の
隙
も
な
し 

村
上　

朋
子

独
り
居
の
暮
し
に
も
馴
れ
除
夜
の
鐘 

野
口　

令
史

人
間
っ
て
不
思
議
な
動
物
晦
日
蕎
麦 

松
橋　
　

強

御
降
り
や
参
道
清
め
消
え
ゆ
け
り 

佐
藤　

澄
世

初
夢
の
夫
は
語
ら
ず
唯
笑
み
て 

坂
本
百
合
子

風
花
や
風
に
従
ひ
地
に
触
れ
ず 

田
中　

郁
子

妣
よ
り
の
教
え
守
り
て
屠
蘇
朱
盃 

井　
　

子
文

孫
も
ゐ
て
子
も
ゐ
る
幸
や
去
年
今
年 

財
津　

早
雪

コ
ー
ラ
ス
に
老
い
の
華
咲
く
ク
リ
ス
マ
ス 

原
野
レ
イ
子

読
み
止
し
の
句
集
に
舞
ふ
や
雪
の
華 

力　
　

幸
子

愈
寒
し
義
姉
逝
き
た
る
里
の
家 

寺
尾
千
代
子

神
宿
る
厨
七
草
刻
む
音 

髙
橋　

孝
子

小
屋
角
の
猫
の
背
に
あ
る
冬
日
か
な 

堀
川　

妙
子

落
葉
は
く
手
を
休
ま
せ
て
列
車
見
る 

佐
藤　
　

健

お
手
玉
を
縫
い
て
妹
見
舞
い
に
来 

佐
藤　
　

節

刈
り
し
田
に
凧
揚
げ
の
声
羽
根
撞
き
の
笑
い
も
な
く
て
童
は
ど
こ
へ 

今
村　

貞
子

昨
秋
の
暖
か
す
ぎ
た
影
響
か
冬
の
キ
ャ
ベ
ツ
の
品
薄
続
く 

梅
田　

國
雄

日
々
遠
く
な
り
ゆ
く
友
か
年
の
瀬
に
届
く
訃
報
の
ひ
と
ご
と
な
ら
ず 

河
北　

幸
一

稜
線
を
真
白
き
雪
は
覆
ひ
た
り
輝
く
空
に
そ
そ
り
立
ち
た
り 

菊
川
あ
さ
み

白
き
髪
を
乱
し
し
ま
ま
に
座
す
母
に
若
か
り
し
日
の
面
影
浮
ぶ 

佐
藤
せ
い
子

右
へ
行
け
ば
陽
の
森
あ
り
と
の
案
内
板
胸
は
ず
ま
せ
て
足
を
早
め
る 

中
村
ト
シ
エ

熊
本
の
大
地
見
え
来
て
我
家
に
帰
り
着
き
た
る
安
ら
ぎ
覚
ゆ 

森　
　

敦
子

若
き
日
の
冷
房
も
暖
房
も
な
き
日
々
を
思
ひ
起
こ
し
て
重
ね
着
を
す
る 

山
川　

カ
ヅ

●趣味
　サッカー
●将来の夢
　サッカー選手
●自慢
　足が速い
●家族に伝えたいこと
　どこかに連れて行ってほしい

[曲手]

いまむら　　みず き

●趣味
　家族ごっこ
●将来の夢
　美容院の人
●今一番やりたいこと
　かくれんぼ
●家族に伝えたいこと
　グリーンランドに行きたい

[辛川]
小牧　みゆさん（６歳）
こ まき　　

今村　瑞樹さん（８歳）

は
は

さ

た
だ
え

ず
み

し

め

か
ざ

よ
い
ん

し
ょ
さ

＊◇印からの文章は先生のコメントです。

　
「
み
ん
な
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
ク
ラ
ス
に

す
る
た
め
に
」
と
い
う
め
あ
て
で
、「
ち
ょ
っ

か
い
や
悪
口
」
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
う
ま
く
自
分
の
考
え
を
伝
え
ら

れ
な
い
太
郎

君（
仮
名
）が

な
ぜ
そ
ん
な

こ
と
を
す
る

の
か
を
み
ん

な
で
考
え
、

感
想
を
書
き

ま
し
た
。

　

私
は
、
今

日
の
話
し
合

い
に
参
加
し

て
、
太
郎
君
と
出
会
い
直
し
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
い
つ
も
太
郎
君
は
「
悪
口
を
言
っ
て
く

る
子
」
と
決
め
つ
け
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
今

日
の
話
し
合
い
で
、
太
郎
君
は
同
じ
事
を
し
て

い
た
他
の
人
の
名
前
は
出
さ
な
く
て
も
い
い
と

言
っ
た
の
で
、「
す
ご
い
」
と
思
っ
た
し
、
ち
ゃ

ん
と
考
え
て
い
た
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

私
は
、
太
郎
君
と
３
年
生
か
ら
同
じ
ク
ラ
ス
で

い
つ
も
帰
り
の
会
と
か
で
名
前
が
出
て
い
て
、

「
太
郎
君
っ
て
い
や
だ
な
あ
」
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
で
も
、
今
日
の
話
し
合
い
で
、
み
ん
な

が
太
郎
君
の
立
場
で
理
由
を
考
え
て
く
れ
た
し
、

太
郎
君
の
い
い
所
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
話
し
合
い
の
後
、
太
郎
君
だ
け
の
問
題

じ
ゃ
な
く
、
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
で
太
郎
君
を
見

守
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
な
あ
と
思
い
ま
し

た
。
今
の
太
郎
君
な
ら
き
っ
と
よ
く
な
る
と
思

い
ま
す
。
ク
ラ
ス
の
問
題
は
、
み
ん
な
で
考
え
、

解
決
で
き
た
ら
い
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。

　
◇
み
ん
な
が
う
ま
く
考
え
を
伝
え
ら
れ
な
い
太

郎
君
の
立
場
に
立
っ
て
真
剣
に
意
見
交
換
を

し
て
く
れ
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

み
ん
な
の
真
剣
さ
が
太
郎
君
に
伝
わ
り
、
そ

の
お
か
げ
で
太
郎
君
が
自
分
の
考
え
を
言
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
人
が
太
郎

君
の
良
さ
に
も
気
づ
い
て
く
れ
る
い
い
機
会

に
も
な
り
ま
し
た
、
太
郎
君
を
み
ん
な
で
見

守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
ね
。

◇
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
の
を
、
と
て
も
楽
し

み
に
し
て
い
た
陸
斗
さ
ん
で
す
。
生
ま
れ
て

か
ら
病
院
に
見
に
行
っ
た
と
き
の
こ
と
を
、

う
れ
し
そ
う
に
話
し
な
が
ら
、
絵
を
描
い
て

い
ま
し
た
。
お
う
ち
に
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
が

帰
っ
て
き
て
か
ら
は
、
毎
日
、
保
育
園
に
行

く
前
に
「
行
っ
て
き
ま
す
」
と
チ
ュ
ウ
を
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

武
蔵
ヶ
丘
小
学
校
５
年　

久
保
園
愛
里

「
話
し
合
い
を
し
て
思
っ
た
こ
と
」

ク
ラ
ス
の
問
題
は
、

　
　

み
ん
な
で
考
え
、
解
決
す
る

ママに赤ちゃんが生まれた
武蔵ヶ丘第１保育園　青木　陸斗　６歳

▲お友達

▲だっこできたよ

　

ま
ま
に
あ
か
ち
ゃ
ん
が
う
ま
れ
た
。
お

と
こ
の
こ
だ
っ
た
。
ぱ
ぱ
と
お
ね
え
ち
ゃ

ん
と
ぼ
く
と
で
、
び
ょ
う
い
ん
に
あ
か

ち
ゃ
ん
を
み
に
い
っ
た
。
う
ま
れ
て
す
ぐ

は
、
あ
か
ち
ゃ
ん
の
へ
や
に
お
っ
た
け
ん
、

だ
っ
こ
で
き
ん
か
っ
た
。
で
も
こ
の
へ
や

に
き
て
か
ら
は
、
だ
っ
こ
で
き
た
よ
。 

あ

か
ち
ゃ
ん
は
「
ぼ
く
に
に
て
い
る
」
っ
て

マ
マ
が
い
っ
て
た
。
だ
け
ん
、
と
き
ど
き
、

マ
マ
が
ま
ち
が
っ
て
ぼ
く
の
な
ま
え
を
よ

ぶ
っ
て
い
い
よ
っ
た
よ
。

か
ざ
ば
な

と　

そ　

し
ゅ
は
い

い
よ
よ

い

く
り
や

あ

す
ん
ぶ

す
き

み
そ
か　

そ　

ば

お
さ
が

▲校内人権集会

熊日緑のリボン賞受賞   ふれあい劇団

■日時　３月３日（土）　午後１時～午後４時
■場所　菊陽町図書館ホール
■内容
・オープニング（菊陽中部小合唱部）
・劇「きずな」 （ふれあい劇団）
・講演「母子の関係（児童虐待）」
　　広岡智子さん（子どもの虐待防止センター理事）

人権劇「きずな」上演

人権のまち　菊陽フェスタ（案内）

あお き 　　りく と
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ご
出
生
お
め
で
と
う（
1
月
届
出
分
）

3月

2012年  3月

お
め
で
た

お
く
や
み

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す（
1
月
届
出
分
）

ご
芳
名

ご
逝
去

年
齢

行
政
区

赤
ち
ゃ
ん

届
出
人

行
政
区

出
生
日

た
い
き

し
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う
す
い

り　

く
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き

か
の
ん

さ　

な

と
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か

ふ
う
か

は
る
か

ゆ
の
ん

ゆ
う
き

ひ
ろ
む

こ
う
たさ

き

は
る
き

き
ょ
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こ

な
お
や

3月

菊
陽
町
社
会
福
祉
協
議
会

善
意
の
灯

高
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三
郎（
故
縫
子
） 

 

鉄
砲
小
路
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出　

照
子（
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ト
メ
子
） 

曲　
　

手

荒
木　

彰
二（
故
忠
子
） 

古
閑
原

小
牧
ハ
ル
エ（
故
敏
雄
） 

辛　
　

川

高
村　

廣
幸（
故
シ
オ
リ
） 

古
閑
原

西
山　

博
子（
故
緒
方
カ
ヨ
子
） 

下　
　

原

■
そ
の
他（
敬
称
略
）

藤
吉　
　

覺（
亡
勇
樹
七
回
忌
） 

沖　
　

野

以
上
の
と
お
り
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
報
告
し
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
掲
載
を
承
諾
さ
れ
た
方
の
み
掲
載
し

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

(

1
月
受
付
分)
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朋
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吾

冨
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央
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忠
慶

前
岡
龍
之
介

伊
藤　

奏
楽

垣
内　

日
那

る　

い

ゆ
う
な

や
す
ひ
ろ

と
し
み
つ

ひ
か
る

ゆ
う
と

か
い
と

ゆ
う
た

か　

ほ

は
る
か

ゆ
う
な

は
る
と

と
う
ま

あ
お
い

ま　

ほ

さ
つ
き

こ
う
き

は
や
と

り
ょ
う
た
ろ
う

ひ
で
と
も

と　

わ

な　

お

た
だ
ち
か

り
ゅ
う
の
す
け

か
な
た

ひ　

な

老人福祉センター
ふれあい交流・福祉支援センター
老人福祉センター
ふれあい交流・福祉支援センター
老人福祉センター
ふれあい交流・福祉支援センター
老人福祉センター
老人福祉センター
ふれあい交流・福祉支援センター

法　　律

税　　金

消費生活

財産相続

登 記 ・
法律相談
●問い合わせ／社会福祉協議会　☎232‒3593

会　場
■ 専門相談（午後1時～午後3時）
相談名 実施日

☎232‒3592

■ 介護相談　随時（月曜日～金曜日）
電話

会　　場

■ 行政相談（午前10時～正午）

老人福祉センター
実施日

５日（月)
16日（金)
12日（月)
１日（木)
19日（月)
21日（水)
26日（月)
14日（水)
22日（木)

菊陽町社会福祉協議会居宅介護支援事業所
事業所名

10日（土）

夜間納税相談（税務課）午後9時まで

さんふれあ・図書館休館日

春分の日

※医療機関の都合などによりやむを得ず変更になる場合もあ
りますので最新情報は菊池郡市医師会テレホンサービス（歯
科医を除く）で確認してください。  ☎0968‒25‒3300

※薬局は菊陽町のみを掲載しています。

総合交流ターミナル 問い合わせ　☎（232）8690

会　　場

■ 心配ごと相談（午前10時～正午）
実施日
17日（土）
24日（土）

ふれあい交流・福祉支援センター  ☎337‒6830
老人福祉センター ☎232‒3966

さんふれあから

第24回菊陽町ふれあい駅伝大会（菊陽杉並木公園、午前10時開会）
日曜窓口開庁（町民課）午前9時～午後1時（証明書発行のみ）

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎

338-8960 
232-8383 
0968-25-2906 
293-2053 
215-5701 
232‒5673 
232-5266 
0968-25-2532 
232-1191 
248-8600 
292-3080 
285‒3364 
293-1163 
345-5151 
232-1165 
0968-24-5500 
0968-38-6373 
233-1717 
293-4430 
248-8181 
0968-25-2209 
233-0881 
339-7561 
232-2021 
345-0600 
0968-24-2551 
0968-38-5199

合志市
菊陽町
菊池市
大津町
合志市
菊陽町
菊陽町
菊池市
菊陽町
合志市
菊陽町
菊陽町
大津町
合志市
菊陽町
菊池市
菊池市
菊陽町
大津町
合志市
菊池市
菊陽町
菊陽町
菊陽町
合志市
菊池市
菊池市

18日日

4日日

25日日

11日日

まつもとこどもクリニック  
宮原内科皮フ科医院  
後藤整形外科医院  
岩上眼科  
わたなべ歯科医院  
わたなべ薬局  
矢野医院  
髙木医院  
菊陽台病院  
池田クリニック  
まつおか歯科医院  
よつば調剤薬局  
なみかわ小児科  
成松内科医院  
笹原整形外科医院  
かつき皮膚科医院  
もとだ歯科医院  
河野内科クリニック  
山縣医院  
緒方整形外科医院  
岡山眼科  
さくら調剤薬局菊陽店  
武蔵しもむら医院  
本多内科胃腸科医院  
山下胃腸科クリニック  
木庭耳鼻咽喉科医院  
たかはし歯科医院  

日曜窓口開庁（町民課）午前9時～午後1時（証明書発行のみ）

菊陽町スポーツフェスタ（町民グラウンド、午前9時～正午）
第２回菊陽町ふれあいバレーボール大会（菊陽中体育館、午前9時開会）
日曜窓口開庁（町民課）午前9時～午後1時（証明書発行のみ）

さんふれあ・図書館休館日

図書館休館日

５日：加工品試食会(9:00～)　
９・23日：感謝デー(1，200円以上お買い上げの人
に野菜１品プレゼント) ※なくなり次第終了。
23～25日：春野菜フェア
※毎週金曜日は肉と豆腐の特売日。

直売所

１日：回数券の日(回数券＋１枚サービス)
８日：レディースデー(女性半額)
15日：さんさんデー(半額・回数券＋１枚サービス)
22日：メンズデー(男性半額)
24日・25日：さんさんの湯感謝デー(大特典付き）
29日：回数券の日(回数券＋１枚サービス)

温泉

※毎週月曜日　さんふれあポイントカードポイント２倍

20日火
春分の日

3月のイベントご案内
 ３日土 ひなまつり（ふれあ館バイキングのデザートに
　　　　ご期待ください）
14日水 13:00～ 押し花体験教室
19日月 第19回さんふれあ杯グラウンドゴルフ大会
20日火 10:00～ ミニ新幹線・ミニＳＬ記念乗車券発行
28日水 12:30～ さんふれあ舞の会
28日水 13:00～ 押し花体験教室
31日土 17:00～ 第８回ふれあ館コンサート
　　　　　　　　（2009年に緑のリボン賞を受賞した
　　　　　　　　 ぐるーぷさくらによる歌、ピアノ、
　　　　　　　　 マンドリンの演奏）

第31回菊陽町人権教育研究大会（図書館ホール、午後1時～午後4時）
認知症についてもっと知ろう！in菊陽町（図書館ホール、午前10時～午前11時45分）

さんふれあ・図書館休館日
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21日：春野菜さん膳定食（１日限定）
春野菜バイキング、バーベキュー受付開始

食事

熊本県知事選挙（午前7時～午後7時）
日曜窓口開庁（町民課）午前9時～午後1時（証明書発行のみ）

図書館休館日
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